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　あの方との出会いは偶然ではなく、仕組まれていたものでした。

『人』ではない『神』とも『魔』ともいえる不可思議なもの。

　それは富と栄光と同時に、血の縛りと解けない呪いをも与えているのです。

　光だけを享受できるわけではないのです。

　影を背負うことを苦痛と思うのか快楽と思うのかは、わたくし次第なのです。
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　大輪の紅椿のような――

　ルチアは初めての舞踏会で、彼女に会えたことを神に感謝した。

　幾重にも花弁を重ねて咲く八重の紅椿を連想させる姿態と顔の造形は、この世に存在している人とは思えないほど美しい。

　ルチアは広げた扇で目元を隠しながら、彼女カミーユ・カロージオを凝視する。

　白い肌を引き立てる、黒く艶やかな髪と青灰色の目。

　鼻も口もバランスがよく、また形も良い。

　深紅のドレスはどうしても派手になってしまうのに、長い袖と詰め襟のデザインに彼女の人品が加わって高潔に見える。

　背が高いのが難だと悪口あっこうする男たちもいるが、彼女の品性溢れる所作に、そういう男たちもやがて口を噤み、まるで花に誘われた蜂のように集まっていく。

　そうして彼女の美しい御手に口づけを乞うが願いは叶わず、悲痛な面持ちで去っていくのだ。

（彼女がカミーユ・カロージオ様……どうしよう、目が離せないわ）

　先にデビューした友人から、いや、それ以前から『社交界の紅椿』の話は聞いていた。彼女の話をするときは皆、うっとりと夢心地で話すのだ。

　デビューしたら、いつかお会いできるかしら？　と楽しみにしながら、迫るデビュタントの準備に勤しんでいたルチア。

　普通の令嬢なら大抵は十六歳までにデビューを済ます国柄の中、ルチアのデビューは遅れ、十八歳に決まった。

　両親が、というか母が娘のデビューを渋り、なかなか許可しなかったためだ。

　ルチアより年下の令嬢が次々とデビューするのを見かねた周囲が、

「ルチアの性格上、嫁き遅れになる可能性が高いのだから、さっさとデビューさせた方がいい」

　と説得し、ようやく母が折れた形だ。

（今日デビューして、本当によかった）

　ルチアは神に偶然の出会いに感謝しながら、ずっと扇越しにカミーユ嬢を見つめる。

　会えたらお話ししてお友達になれたら、ううん、彼女の輪の中に入ることができたら――なんて思っていたが、元々引っ込み思案のルチアには難しい行動であった。

　お前は人と違う部分を持つのだからと、小さい頃から親は人と距離を置くようにうるさく言っていた。

　焦げ茶色の緩やかに波打つ髪も、琥珀色の瞳もこの国にはよくある色味だし、顔だってルチアの周りにいる乳母や使用人、メイドたちと違う部分なんてない。

　ちょっと甘い、幼げな可愛い顔立ちだとよく言われるくらいだ。

　幼い頃はそれがよくわからなくて「人と違う部分」を探しては泣いた記憶がある。

　それをはっきりと自覚したときの衝撃といったら言葉にならない。

　貴族階級で母親が厳選した令嬢たちとしか交流がなく、いわゆる深窓の令嬢として過ごしたルチアは、自然と人見知りの引っ込み思案に育っていった。

（友人から紹介してもらえないかしら？）

　数少ない友人の令嬢を探すが見当たらない。

　つい先ほどまで一緒にいたのに、と探してみると友人は抜け目なくカミーユ嬢を慕う輪の中に入っている。

（声をかけてくれればいいのに……）

　ルチア一人では、とてもあの輪の中に入っていけない。

　それを知っているはずなのに、友人の令嬢は自分を置いていったのだ。

　自分の社交界デビューである舞踏会なのに。

　せっかく紅椿の令嬢に会えたのに。

　先ほどまでの浮き足立った気持ちが消えた。

　置いていった友人に対してもだが、一人で行動をする勇気の持てない自分自身にも恨みがましい気持ちになる。

（……やっぱり、お母様と来ればよかったかしら）

　ルチアの国では、大人の入り口と言われる社交界デビューに親は同伴しない。

　すでに婚約者がいたらパートナーが付き添うし、いなかったら友人と出席する。

　友人の令嬢に言われ、その通りだとルチアは素直に同意して母親同伴を断ったのだ。

　母は、

『香水をつけるのを忘れてはいけませんよ。それと化粧パウダールームに入ったら必ず脇や首筋を拭くのですよ』

　と、心配そうに何度もルチアに注意し見送った。

　ルチアは扇越しにそっと溜め息を吐くと、壁に向かった。

「壁の花」に徹しよう。と決意したのだ。

　帰るという選択肢もあったが、まだこの舞踏会の主催者であるジャンネリ侯爵に挨拶を済ませていない。

　侯爵は自分の父の友人でもある。挨拶もなしに帰るわけにはいかないし、それは失礼というものだ。

　社交界デビューしたのだから、人見知りだからとか引っ込み思案だからといった子供じみた言い訳はきかない。

　それに気分は沈んだものの、舞踏会の華やかな雰囲気はルチアにはキラキラと輝いて見えて楽しいものだ。

　着飾った令嬢や婦人たちのドレスを見るのも、紳士たちの変わり映えしない燕尾服も、よく見れば、個人のセンスがうかがえる。

　飾られた花や菓子の塔も芸術品だ。

　喉も渇いたことだし、と給仕に声をかけようと決意したものの、なかなか勇気が出ない。

　急に、人見知りも引っ込み思案も改善されるという奇跡は起きないようだ。

（どうしよう……）

　喉の渇きくらい、我慢しようかしら？　と悶々としていたら、スッと目の前にシードルの入ったグラスが現れてルチアは目を見開いた。

「喉が渇いていたのではなくて？」

　低めの艶やかな声音は――カミーユ・カロージオ嬢その人だった。

　憧れの令嬢が目の前にいて、しかも自分のために飲み物を持ってきてくれた。

　驚きと緊張でルチアの身体が一瞬にして固まってしまい、カミーユの手からグラスを受け取れない。

　まごまごしていたら彼女の柳眉が哀しげに下がった。

「……ご迷惑だったかしら？」

「い、いえ……っ。とんでもない、あ、ありがとうございます……っ。ちょっと驚いてしまって……っ」

　そんな哀しげな顔をさせるつもりなんてない。

　ルチアは、震える手で懸命にグラスを受け取る。

　震えすぎてグラスの中の酒が激しく波打っているほどだ。

「座って飲みませんこと？　ゆっくりお話でもしながら」

　カミーユはルチアを端の長椅子にそう誘ってくれる。

　このままだと飲み物をこぼしてしまうだろうと気を利かせてくれたのだと、ルチアにだってわかった。

　ルチアはありがたく厚意を受け取った。

　それに、こうして憧れの『紅椿の令嬢』と二人きりで話せる機会ができたのだ。断る理由なんてない。

「は、はい……っ。喜んで！」

　一緒に来た友人の令嬢は、と彼女を探す。

　彼女はどこかの令息と、いつの間にか楽しげに踊っていた。こちらには目が向かないようで、令息同様に互いに見つめ合って二人の世界を作っている。

（そうだったわ）

　ルチアは思い出す。

　ここは社交の場であるけれど、まだ相手が決まっていない令息令嬢の見合いの場所でもあるのだった。

　自分の社交デビューと『紅椿の令嬢』に会えるかもという期待で頭がいっぱいで、「結婚相手を探す」という、一番重要なことを忘れていた。

　友人の令嬢は社交界デビューを果たしてもう一年。

　普通ならそれなりの親しい男友達ができて、結婚に発展するお相手が出始める頃だ。

　今が大事な時期なのに、ルチアにばかり構っていられないはずだ。

　それに気づいたルチアは、会場に来てから溜まっていた悶々とした感情が消えた。

　彼女には頑張ってほしい。

（でも私は、デビューしていきなりお相手が決まるわけではないし、今は……）

　隣で膝をつけるほどの距離に座っているカミーユを見つめる。

　彼女は目が合うと優雅な笑みを返してくれて、ルチアはその美しさに思わず目を逸らしてしまう。

　近くで見ると破壊的とも言える美麗な顔立ちを直視できない。

　いけない、と勇気を出して彼女に同じように笑みを返した。

　ルチアの決死の笑みに彼女はホッとしたように息を漏らし、話しかけてくる。

「よかった。ずっと気難しいお顔をなさっていたから、気になっていたの」

「嫌だわ……そんな顔をしていたんですね、私」

「初めて見るお顔ね。今日は社交界デビューの日だったのね」

「はい、そうなんです。友人と来たのですけれど、はぐれてしまって……それでどう振る舞ったらよいのか思案にくれていて」

「それで眉を寄せておいでだったのね」

「――えっ？　い、嫌だわ、そこまで見てらしたのね」

　ルチアが思わず眉間に手を当てる様子に、カミーユは扇越しにコロコロと笑う。

「じゃあ、私が声をかけて正解だったのね」

「はい！　カミーユ様は私の救いの女神ですわ」

　ルチアの言葉にカミーユは「あら？」と目を丸くする。

「私、名前を名乗ったかしら？」

「も、申し訳ありません。その友人からカミーユ様の話を伺っていて、それでどういったお方なのかって一目見てわかったんです」

「そうね……。どうしてかいつも囲まれてしまうから目立つわよね」

「いつか、お会いできることを楽しみにしていたんです。それが今日のデビューで早速願いが叶って、しかもこうしてお話もできるなんて夢のようです」

　ルチアは一生懸命に喋った。

　内気とか人見知りとか言っていられない。憧れていた令嬢と一対一で話す機会ができたのだ。モジモジして話ができないなんて、彼女に失望されたくない。

「改めて自己紹介ね。私テオドルス・カロージオ辺境伯の娘カミーユと言います」

「オリンピオ・ホーレン伯爵の娘ルチアと申します」

　互いに立ち上がり、ドレスの裾をつまみ挨拶をする。

　互いに腰を上げて視線が合うと「自己紹介が遅すぎ」とばかりに笑い合った。
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「お帰りなさい、ルチア。初めての社交界はどうだった？」

　深夜に帰宅した娘を寝ずに出迎えてくれた母に、ルチアは興奮冷めやらぬとばかりに抱きつく。

「もう、最高に楽しかったわ！」

「まあまあ、もう大人の仲間入りをしたというのに中身はまだ子供ね」

　クスクスと笑いながら母は、ルチアの背中を撫でる。

　ルチアはそんな母から身体だけを離し、手を握りしめながら、

「今度ジャンネリ侯爵にお会いしたら、ぜひお礼をして」

　と言った。

「侯爵に挨拶はしたの？」

「もちろんよ。けれど侯爵様は憧れの『紅椿の令嬢』をお呼びくださっていたの！　それで仲良くなったのよ！」

「『紅椿』？」

　尋ねる母の声音が掠れた。まるで急に喉を潰されたように。

　ルチアは母の変化に、握っていた手も離す。

　母の目は大きく見開き、その顔色は壁掛けのつたないランプの明かりでさえわかるほど青い。

　しかも、小刻みに震えている。

「ルチア、その方はもしやカロージオ辺境伯のご令嬢かしら……？」

「ええ、そうよ？　お母様は社交の場でお会いしたことはないの？」

　と尋ねて、ルチアは思い出す。

　母は社交界というのが苦手で、そう顔を出したことはない。

　貴族社会では夫婦同伴で参加する催しが多いが、病弱を理由に半分以上は父のみの出席だ。

　そして、それについて口を尖らす夫人もいるらしいとも、批判をした夫人は次回には大抵大人しくなっているとも聞く。

　だが、自分も母同様に社交的ではないし噂しか耳にしないので、それがどういう意味なのか、よくよく考えたこともなかった。

　そんな母でも『カロージオ』の『紅椿の令嬢』のことは耳にしていたのか。

　それにしても、母の様子がおかしくなったのがルチアには気がかりだった。

　どうしよう、とお願いしようとした内容を口にするのに躊躇ってしまう。

「お母様、あの私……カロージオ辺境伯のご令嬢と親しくしてはいけなかったかしら？」

「いえ、そんなことないわ。あのお方は紳士貴婦人関係なく人気のご令嬢だと伺っていたから、親しくなってと聞いてちょっと驚いただけ。仲良くしていただけてよかったわね……」

　いつもと違う母の取り繕った言葉に疑問を抱くルチアだが、カミーユに心酔していた彼女は、とにかく親から許可をもらいたい事柄にしか頭が働かなかった。

　母の言葉を真に受けて、ルチアは破顔してお願いする。

「そうなの！　それでね、よかったら領地に遊びに来ないかってお誘いを受けたのよ。カロージオ家の領地に咲く椿は一年を通して咲くのですって！　珍しいそうなの。行ってもいいかしら？」

　母はしばらく茫洋とした目をしていたが、

「……明日、お父様に聞いて許可をもらえたらね」

　とだけ言うと、逃げるようにその場を去っていった。

「？　お母様？」

　母の様子のおかしさにルチアは首を傾げる。

　カミーユのことを話した途端に顔色が変わったが、どうしてなのかよくわからない。

（いいわ、明日にでも聞きましょう）

　今は憧れていたお方に会えた嬉しさに浸っていたい――ルチアはダンスを踊っているような足取りで自室へ戻っていった。
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　結局、父に社交界デビューの報告をして、カロージオ領へ招待されたという話をしたのは、翌日の夕餉の時間だった。

　父はルチアに対し、「貴族令嬢としての礼儀作法だけはきちんとしろ」というだけで放任主義だ。

　女はいずれ家を出ると考えているからだろう。その証拠に歳の離れた弟の教育には熱心だった。

　それが寂しいと思った時期もあったが、「これが跡継ぎとの差なのだろう」と諦めた。

　自分に構いはしないが虐げることもないし、友人たちの家庭もそう変わりないようだからだ。

「カロージオ辺境伯の領地に？」

　聞いた瞬間、父は母と目を合わせた。母と同じように顔が蒼白になっている。

　しかし、母と違うところはすぐに破顔し、「行っておいで」と快く承諾してくれたことだ。

　滅多に向けてくれない父の笑顔に、ルチアは快諾をも含めて嬉しくなる。

「嬉しいわ！　ありがとう、お父様」

「ああ、カロージオ伯は王家とも繋がりが深い。仲良くなっていて損はないからね。くれぐれも失礼な真似だけはするな」

　――そちらの方で喜んだのか。

　ルチアは父が喜んで頷いた理由を知り、納得する。

　深窓の令嬢として育ったルチアだが、この歳になればさすがに貴族社会の優劣の順位くらいわかってくる。

　一度事業に失敗した我が家は低い方で、現在はやっと体裁を保てるようになった。

　しかし父はもっと事業を大きくしたいらしく、そのための支援が欲しいのだ。

　ルチアがカロージオ家ともっと親しくなって、あわよくばカミーユ嬢の兄妹と結婚してくれればと思っているのかもしれない。

「――それと、くれぐれも体臭には気をつけなさい」

「……っ、はい」

　父の言葉にルチアは自分の欠点に改めて気づき、対策に頭を巡らせる。

　いつの頃からか、自分の部屋が甘く匂うときがあった。

　菓子のような食べ物ではない匂い。

　満開の花が咲き乱れる温室の中にいるような錯覚を起こすほど、匂うときもあった。

　いち早く気づいたのは乳母で、疑り深い彼女はルチアがこっそり出歩いていると思ったのか、「夜中に起きて外に遊びに出掛けたらしい」と父母に報告し、発覚した。

　母は乳母を解雇し、自らルチアの世話をし始めたのだ。

「ルチア、お部屋の匂いは貴女の体臭なの。これは人によって不快になるから気をつけましょうね」

　自分の「甘い」と感じる匂いは「人によって、不快になるほどきつい香り」なんだと知ったルチアはショックを受けて、その日一日泣いた。

「この体臭は人を不快にさせるかもしれない。自分は人との付き合いに距離を置かなくてはならないんだわ」

　現に父はルチアが必要以上に近づくと、不快そうな顔をしていた。

　知らずに香る自分の体臭こそが、ルチアを引っ込み思案の人見知りにした原因だった。






　強い香りで体臭を誤魔化す方法を取ったり、他の香りの中に取り込み、違う香りに変えたりと必死の努力を続けていた。

　ことあるごとに脇の下を拭い、チョウジを噛んで、臭い消しの練り香を身体の匂いやすい場所に塗る。

　だが、母親はルチアをできるだけ外へ出したくはないようで、屋敷内や庭で過ごさせ、あまり外へ出さないように心がけていた。

　ルチア自身も、「人によっては不快になる」自分の体臭で周囲に迷惑をかけたくないという思いもあった。

　そうしていたら、いつの間にか「深窓の令嬢」と囁かれるようになった。

　不快にならない程度にまで抑えることができるよう様々な方法を試して、母親が選んだ口の堅そうな令嬢たちと友人になり、ようやく社交界デビューにまで至った経緯がある。

　友人たちもあらかじめ両親からルチアの体臭について聞かされたらしく、それに触れてこないでくれている。

（取引先や父の友人のご令嬢たちだから、もしかしたら付き合いの関係で口を閉ざしてくれているのかもしれないけれど）

　そう思ったことも何度もある。

　それでも、狭い世間の中で生きてきたルチアには、友人たちの情報やお喋りはとても役に立って楽しかったし、面と向かって嫌味を言ってこないだけありがたい。

　――でも、今回のカミーユとの出会いは今までと違う。

　両親のお膳立てで会った気の合う友人たちと違って、自分の力で仲良くなった、そんな興奮と自信があったのだ。

　だからこそ――

（体臭で嫌われたら……いや！　それだけは気をつけないと）

「それにしても……ようやくか。お前をつれ――」

「あなた！　軽はずみな言葉はお止めください！」

　いつもは黙って聞いている母が、珍しく父の言動を遮る。

　しかも、温和な母が父に向かって刺すようにねめつけているのを見て、ルチアだけでなく小さな弟も驚き、ナイフとフォークを動かす手を止める。

　父は突如、妻に叱られて驚いたのか、

「いや、すまん。言葉がすぎた。――とにかく、匂いで嫌われることなどないようにと、言いたかったのだ」

　などと言い直す。

　ルチアは雰囲気が悪いまま食事を終わらせるのは嫌なので、無理やり笑顔を作ると、

「お父様、お気遣い感謝しております。でも承知していますから。決して忘れません。匂い消しの練り香も多く持っていくつもりです」

　と父に告げた。
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　準備に追われ一週間後、カロージオ領に向かうための迎えの馬車がやってきた。

　三週間から一ヶ月ほどの滞在予定なので荷物もそれなりにあり、御者と家の使用人が馬車に詰め込んでくれる。

　カミーユとは港で待ち合わせし、それからカロージオ家が所有する定期船に乗る手はずだ。港まで半日ほどかかるため、朝早い出立となった。

　父は昨日から仕事で出掛けていて、帰ってきていない。

　見送りは母のみだ。

　いや、父が家にいても見送りに起きてはこないだろう。いつもそうだから。

「お母様、行ってまいります」

「ええ……くれぐれも身体を厭いなさいね」

　母の言い方がまるで今生の別れのようで、ルチアは苦笑する。

「嫌だわ、長くても一ヶ月後には帰ってくるわ。それに着いたら手紙も出すつもりよ」

「そうよね……ええ」

　母は、ルチアの帽子の飾りリボンを整えながら涙をこぼした。

「お母様……？」

　本当は、泣くほど反対だったのだろうか？

　そう言えば、母からは今回のカロージオ家へ訪問する件について、反対も賛成も聞いていない。

「カロージオ家に遊びに行くこと……お母様は反対でしたの？　やっぱり私の体臭のことが気になる？」

　そう尋ねると、母は首を横に振りながらルチアを抱き締めてきた。

「いえ、いえ……そうではないのよ。ごめんなさいね、貴女の立派な姿に涙が出ちゃって……もう少し子供でいてほしかったわ……」

「お母様ったら。結婚までまだまだ面倒をかけてしまうのに」

「お母様はルチアの体臭は好きよ。でも……他の人に気づかれて、私の元から早くに離されたらと思ったら怖くて極力、人に会わせないようにしてしまった。……けれど、無理だったのね」

　何を言っているのだろう？　母は。

　ルチアはわからなかったが、とにかく母の背中を何度も擦って落ち着かせる。

「元々、『子女は家にあるべし』と貴族の習わしがあるのだから、気にしていないわ。だからこそ、カロージオ家に遊びに行くことを許可してくれて感謝しているの」

「……そう」

　ようやく離れた母にハンカチーフを差し出すと、

「行ってまいります」

　と笑顔で馬車に乗り込む。

「ルチア、何かあったらすぐに戻ってらっしゃいね」

「わかったわ」

　名残惜しそうに小窓に手を入れようとする母に慌てる。

「動き出すのに危ないわ、お母様」

　ルチアは母の手を小窓から押し出すと、手を振った。

「ルチア、ルチア」と、母は泣きながらルチアの乗る馬車に手を振っている。

（そんなに、私が泊まりがけで遊びに行くのが衝撃だったのかしら？）

　確かに母と共に家にいる時間の方が多かったけれど、泣かれるとは夢にも思わなかった。

　泣くほど何が哀しいのだろうか？

　今のルチアには見当もつかない。これでは本当に今生の別れのようではないか。

　島に着いたらすぐに手紙を出そう、と誓ったルチアだった。

















第二章












　長く馬車に乗っていてお尻が痛くなったルチアだが、港でカミーユと会うと痛みなんてどこへやら。

　途端にしゃんとしてしまう自分にルチアは内心笑う。

　彼女の隣にいるときは淑女らしくしていなければならないと、自然に背筋が伸び顔も上がる。

　彼女と同じように堂々としていなければ、隣にいる資格などないと思ってしまう。

「天候もいいし、波も穏やかなので船は出るそうよ。先に荷物を入れてもらいましょう。出航まで時間があるから港町でも散策します？」

　カミーユに聞かれる。いつもはモジモジしてしまい、相手の意見に賛同してしまうルチアだったが、今は理由もあってきちんと答えた。

「できれば散策よりも、ちょっと休んでお茶を飲みたくて……」

　さすがに揺れている馬車内では、飲み物も食べ物も遠慮せざるをえなかったのだ。

　荷物を積んでいる今のうちに、何か口に入れたい。

　そんなルチアの気持ちを汲んで、カミーユは港に近い、あるレンガ造りの建物に連れていってくれた。

「ここはカロージオ家が経営している商社の一つなのよ。二階に落ち着ける場所があるから、そこでお茶でも飲みましょう」

「ありがたいわ。喉がカラカラだったんです」

「ふふ、馬車の道程は長いものね。私も馬車内では飲んだり食べたりできないから、ちょっと口に入れたかったのよね」

「カミーユ様もそうだったんですね。我が儘を言ってみてよかった」

　軽やかに笑いながら二階の部屋に入る。

　普段は商談に利用されているのだろう。飾り立ててはないが、落ち着いた雰囲気の内装だ。

　一人掛けのソファに座ると、そこから港を行き交う色とりどりの船が見えて、ルチアは物珍しさに凝視する。

　港そのものがカロージオ家所有だと聞かされて驚く。

　係留料金を徴収するだけでも、かなりの財になるのではと思うほどの船舶の数だから。

　商社で働いている女性がお茶と軽食を持ってきてくれて、ルチアはありがたくいただいた。

　去り際に頬を染め、カミーユの方を凝視する女性を見ると、ルチアは自分を誇らしく思ってしまう。

　皆が憧れている令嬢と今日からしばらく過ごすのだ――と。






　小一時間ほどいて、お腹も喉も落ち着いたので出発することにした。

　カロージオ家所有の島に向かう定期便の船は商船に比べて随分小さく感じたが、それでもゆうに船客五人は乗れて、その人数分の荷物もたっぷり入るだろうという大きさだ。

「窮屈に感じたらごめんなさい。向かう島の波止場が小さくて、このくらいが限度なの」

「いえ、全然。カミーユ様、これからしばらくお世話になる島の名前は、なんとおっしゃるの？」

「カメリア島というの――すぐに見えてくると思うわ」

　カミーユは固定された椅子から立ち上がると、ルチアの手を引いて甲板に上がる。

「手すりはあるけれど、気をつけてね」

「は、はい」

　ルチアはさり気なく手を引いてくれているカミーユの手の温もりの方が気になり、上手く返事ができたのかと、そちらが気になってしまう。

　女性にしてはカミーユは背が高く、肩幅がある方だ。

　それが本人には悩みの種らしく、またそのせいで「社交界の憧れの令嬢」という注目の的でありながら婚約が調わないらしい。

　カミーユいわく「自分と同じ背丈で大柄な女性はいくら華やかな容姿でも、妻としては合格点ではないのよ、きっと」と肩を竦めていた。

　確かに、握られた手は自分より大きい。ルチアは小柄な方なので尚更だ。

　だから男性から手の甲に口づけを求められたり、誘導に肩や腰を掴まれそうになったりするとカミーユは、恥ずかしさのあまり逃げるのだという。

　想像以上の拒絶に「警戒心が強いのだろう」と勝手に想像し、心が折れてしまう男性もいるのかもしれない。

　だが実際のカミーユは、気遣いができて、会話も面白くて、着こなすドレスのセンスもいい。

（自分が男だったら、背が高いとか関係なく求婚するのに……）

　自分が男性になっている姿でカミーユに求婚しているシーンを想像して、顔を真っ赤にしてしまう。

　なんて馬鹿な想像をしているのか、と熱くなった頬を潮風に当てる。

「今日は揺れが本当に少なくてよかったわ。でも気をつけてね。甲板もはしゃげるほど広くないのよ」

「嫌だわ、はしゃぐほどの歳ではありません。カミーユ様」

　笑い、船が進む前方を見つめる。

　大小の島が海から顔を出していて、ちょっとした観光地にいる気分だ。

　カミーユは一番大きな島を指さす。

「あそこがカメリア島。あそこで私たちは過ごすの」

「島に住民はいるんですか？」

「住民はいないわね。住み込みで働いている使用人は大勢いるけれど」

　ルチアは、帽子が飛ばされないよう手で押さえながらカメリア島を見つめる。

　海に出ると結構潮風が強く、髪やドレスが乱れるということも、「揺れが少ない」というがなかなかの揺れ具合だということも初めての経験だ。

　――なのに、どうしてか既視感を覚える。

（見たことある……？　ううん、そんなはずないわ。港に来たのも船に乗ったのも初めてだもの）

「……あっ」

　風が徒いたずらにルチアの髪をさらい、乱していく。

「中に入りましょうか」

　気を利かせてカミーユが船室へ誘導してくれるがルチアは、

「もう少し、ここにいます」

　と断る。

　というのも、風が通り過ぎたとき自分の体臭を嗅いでしまったからだ。

　いつも自分では気づかないほどの体臭が今、はっきりとわかる。

　ルチアは動揺した。ここで彼女に近づいてそのまま船室に入ったら気づかれてしまう。

（いえ。それどころか、嫌われてしまうかもしれない）

「もう少し風に当たっています」

　そうはぐらかす。一人になったら、せめて首筋や肌が出ているところだけでも拭いて臭いを消さなくては。

「ルチア一人にさせられないわね」

　とカミーユまで甲板に残ろうとする。

「あ、一人で大丈夫ですから……」

「遠慮しないで」

　ニコリと妖艶に微笑まれると、強く言えなくなってしまう。ルチアは乗船する前に臭いを消すことを怠った自分を呪う。

　けれど――カミーユが気づいたように口を開いた。

「あら？　今日はこんなところまで、もう椿油の香りがするのね」

　と。

「えっ？」

　とルチアは目を瞬かせる。

「ほら、さっきから香りがするでしょう？　これは椿油の匂いなの」

「……これが？　そうなんですか？」

「ちょっと油っぽいけれど。なんとなく甘くもあるでしょう？」

　――これが？

　――私の体臭ではないの？

　ルチアだって、まったく自分の体臭を知らないわけではない。

　きつく香る時は自分の嗅覚だって反応する。

　第一、自分の部屋に籠もる匂いと同じだ。

（私の体臭は、椿油と似ているのかしら？）

　だとしたら誤魔化せると、ルチアはホッとする。

（それでも気は抜かないでいこう）

　ルチアはカミーユに話を合わせた。






　船は順調にカメリア島に到着し、ルチアとカミーユは船長の誘導で降りる。

　すでに迎えの者が待機していて、荷車に手際よく荷物を運んで先に持っていってくれた。

　ルチアたちが乗る馬車は、天井が開閉する二人乗りの小さな型だった。

「普通の馬車だと邪魔なのよ。道幅が狭いから」

　とカミーユは笑う。

　ルチアにとってはカミーユが隣にいるのなら、ボロ馬車だろうと荷台だろうと構わない。

　ルチアはカミーユの隣に乗り込むと、カミーユが手綱を持つ。

「道中は椿の群生ばかりよ。それでも眺めながら屋敷に行きましょう」

「楽しみです」

「そればかりで娯楽がないけれど、いずれ他の島にも案内するわ」

「じゃあ、毎日散歩かしら。足が鍛えられそうね」

「ふふ。ルチア様が前向きな方でよかったわ」

「だって、こうして素敵なお姉様と知り合えたんですもの。嬉しくて仕方ないんです」

　本当に嬉しい。今までの人見知りの引っ込み思案だった自分が信じられないくらいに積極的に話せるし、笑える。

　彼女に会えるかも、と挑んだ社交界デビューは無駄ではなかった。

「『お姉様』ではなくて『友人』と呼んでほしいわ。歳は離れているけれど、気の好い女友達ができたと私も思っているの」

「ええ、ええ！　もちろんです！　私でよかったら、ですけれど」

　嬉しくてルチアの声が上擦ってしまう。

「貴女がいいのよ。私も嬉しいの。ようやく貴女と会えたのだもの」

「ようやく？」

　不思議な言い回しにルチアは聞き返した。

「……ええ、ようやく気の合う友達と出会えた、ということね」

「そうでしたの？　カミーユ様も？　嬉しいです」

　カミーユが言葉を濁した、とルチアは思わず、そのままの言葉で受け取った。

　それだけ浮かれていたのだ、ルチアは。

　道を囲むように両脇に植えられた椿は赤い花弁を広げ、その花独特の香りを放つ。

　ルチアにとっては全てが物珍しく、忙しなく視線を動かした。

　不思議なことに島に植えられた椿たちから、歓迎を受けているようにも思えた。

　満開に咲く椿に負けないくらいの魅力的な微笑みを向けるカミーユが、すぐ隣にいる。

　ルチアは、ただ自分の身に起きているこの幸福を味わっていた。






　風もないのにサワサワと揺れる椿に、気づかないほどに……
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　その日の夜、ルチアのためにささやかな晩餐会が開かれた。

　カミーユの父テオドルス・カロージオ辺境伯と兄のフィクトルを紹介される。

　フィクトルはカミーユの兄だけあって似ている。精悍さが際だっていて、男らしいという印象が強い。

　声も大きいせいか我が強い気がして、ルチアはなんとなく苦手意識を持ってしまう。

　しかしカミーユの兄だし、会話のセンスもなかなかだ。にこやかに話を聞いていれば満足らしい。

　大人の仲間入りを果たした今、そんな子供じみた感情で毛嫌いしてはいけないと、表面上は愛想良く接した。

　テオドルスは寡黙な中高年で、気難しさが刻まれているような顔をしている。

　フィクトルやカミーユの話を黙って首肯しながら、食事を口にしている。

　自分もあまり話上手ではない。きっと伯もそのタイプなのだろう。

　カミーユの母親は、幼い頃に病死したという。

　カミーユもフィクトルも顔の造形からして父親と違うので、亡き母親似なのだろうとわかった。

「食事はお口にあいますかな？」

　フィクトルに尋ねられ、ルチアは微笑みながら頷く。

「ええ、とても美味しいです。さすがに魚が新鮮ですね。先ほどいただいた生の魚を漬けたものも、ちょっと変わった風味がしましたが美味しかったです」

「ああ、我が家は調理に椿油を使用することが多いんです。先ほどのはオリーブオイルではなくて椿油に漬けたものでしたから、如実に感じられたのでしょう」

「まあ、そうでしたの。贅沢だわ、調理に椿油を使用するなんて」

　ルチアは感心してしまう。

　カロージオ家は、領地の島に自生しているたくさんの椿から油を採取して、精油を化粧品などに加工し卸している一族だ。

　椿油の質の良さは他国にも知られており、他の椿油よりもずっと高値で取引されているにもかかわらず、需要が尽きることはないと聞く。

　そのせいか裕福な貴族階級や資産家などの手にしか渡らず、庶民の間では憧れの製品であるらしい。

　だが、ルチアは貴族でありながらも一度も使ったことがなかった。

　体臭対策に母が「相応しくない」と首を横に振ったせいだ。

　そのときは「どうしてだろう」と考えつつも母に逆らうことなどしなかったが、ここに来てわかった。

　確かに海から潮風に乗って届いた香りは、どことなく自分の体臭と類似している気がする。今更だが母の戒めに納得した。

「食事にも利用されるんですね」

「調理用に生で使うと結構、匂いがきついのよね。こうしてハーブなどと一緒に調理すればマシになるけれど、初めてできつくなかった？」

　とカミーユ。

「いいえ、全然。料理人の腕がいいのですね」

「ルチア嬢、明日の夕餉には椿油で揚げた魚のフリッターを召し上がるといい。揚げ物の方がいい、大層美味いぞ！」

　フィクトルが声をさらに大きくしてルチアに勧める。

「お兄様、地声が大きいのですからもう少し声を落としてください。ほら、ルチア様がビックリしているわ」

「い、いえ大丈夫です」

「ほら！　平気だと言っている！」

「ちょっとビックリしただけですので」

　ルチアの言葉に「うっ」とフィクトルが喉を鳴らし、カミーユが「ほらね」と呆れ顔を見せた。

「フッフッフ……」

　突然、忍び笑いをしたのはテオドルスだった。

「いや、すまん。フィクトルが嬉しいと声がいつもより大きくなるところは、幼い頃から変わらないな」

　という言葉に、そこにいる給仕係含む全員が笑い出した。

「酷いな、父上。私だってもういい歳なのに、いつまでも子供扱いで……」

　今までで一番小さい声で抗議したフィクトルにまた皆笑い、それから思いの外楽しい晩餐会に発展したのだった。






　楽しい晩餐会も終わり、就寝時間を過ぎても興奮しているせいか、ルチアはなかなか寝付けなかった。

　ルチアが案内された部屋は小さな庭がついている一階の南側で、陸側の方だった。

　海側だと天候が悪いと波の音がうるさく、朝は海猫の鳴き声で喧しいという理由で、カミーユがここを用意してくれた。

「島が小さくて海に迫るように建っているでしょう？　海岸との距離が短い分、慣れない人にはうるさく感じてしまうから」

　と話してくれた。

　屋敷の使用人がすでに荷ほどきしてくれて、ベッドの上には寝衣が置かれていた。

　陸から外れた島でも、教育の行き届いた女中がいるようで感心する。

　朝に湯を用意してもらうとして髪を解き、楽な寝衣に着替え、ホワイトセージに火をつけ、すぐに消した。煙が出ている状態だけにするのだ。

　起きたときに窓を開けて換気するつもりだが、その前に女中が来たら匂いに気づき不快な思いをするかもしれないから。

　自邸でもやっていた習慣を済ませ、ベッドに潜り込んだものの――初めての旅行で思ったより興奮しているらしく、なかなか寝付けないという状態に陥っていた。

　身体は疲れているのに、頭は興奮状態のままらしい。

（仕方ないわ）

　ベッドの中で何度も寝返りをうっているより、起きて散策に出掛けた方がいいかもしれない。

　ルチアはガウンを羽織ると、庭に続く窓を開けて外へ出た。

　満月が幸いして、庭を散策する分には苦労しない。

　ルチアの部屋に面した庭は小さく、そこに咲く椿たちの観賞は、あっという間に終わる。

　まだ若い低木の椿の群生で、地には芝が植えられ、獣道のような人一人抜けられる道ができている。おそらく、庭師がつけた道だろう。

　夜に慣れてきた目は、ある小さな光をとらえた。

（あの場所にも何か建っているのかしら？）

　普段のルチアだったら、夜中に一人で出歩くことなどしないだろう。

　だが、初めての土地に初めての旅行なので気が大きくなっていた。

（足下に気をつけて行けば大丈夫よね）

　ルチアは光に向かって足を進めていった。

　椿の群生を通っていると、意外に地面は荒れていなくてルチアは驚く。

　一度も身体がよたつくこともなく歩けていることにも驚いた。

　石や木の根などで、足が引っかかったりするかと思っていたのに。

「土をならしているのかしら？」

　園芸の経験のないルチアには考えつかなくて、ただ呟いてみる。

　というのも、歩いているうちに不安になってきたからだ。

　きっとすぐに光の場所に着くと思っていたのに、椿の群生を抜けるまで時間がかかっている。

　戻った方がいいんじゃないかと何度か思ったが、後ろを向いたら月明かりなど役に立たないほどの深い闇で、不安になった。

　それならば、光を放つ場所まで行った方がいいと判断したのだ。

「もう少し……もう少し……ほら、光が大きくなってる」

　それに、椿油の匂いも濃くなっている。

　もしかしたら光は、精油所の灯りなのかもしれない。

　突然拓けたと思ったら、目の前に煉瓦とガラス造りの平屋が出現してルチアは目を大きく見開く。

「温室……？」

　片面ガラス張りになっており、そこから灯りが放たれていたのだ。

　中に人がいるかもしれない、と向かう。

　平屋の周囲にも椿が植えてあり、花を咲かせていた。

　でも――とルチアは首を傾げる。

「椿なのかしら？　なんだかちょっと違う気がする」

　花弁や葉に触れジッと見つめ香りを嗅ぐ。

　フレッシュで甘みのある香りだ。

（椿ってこんな香りだったかしら……？）

　椿自体に詳しくないが、やはりどこか違う気がする。

　自分で考えてもわからないので、朝にでもカミーユに聞いてみようと再び光に向かって歩き出したときだった。

「そっちに行っては危ないよ。海側だから」

　後ろから肩を押さえる男性がいて、ルチアは飛び上がるほど驚いた。

「――っ!!」

　口に手を当てて、叫び声を必死に抑える。

　夜中に勝手に出歩いて、こんなところで叫んだらカミーユに迷惑をかけてしまう。

　迷惑どころか叱られてしまうかも、と瞬時に思い、必死に声を抑えたのだ。

「あは、ごめんごめん。驚かすつもりはなかったんだ。でもそっちに行ったら、本当に危ないからね？　崖なんだ」

　そうっと肩から手を離してくれた男性は、優しい声音でルチアに話す。

　ルチアはそろそろと後ろを向き、止めた男性を見つめる。

　灯りがあるおかげで、彼の姿も顔もわかる。

　自分と同じくらいの年齢だろう。

　けれど、他の者にはない特徴ある髪と瞳の色を持っていた。

（白い髪と赤い目……）

　しかも肌も恐ろしいほど白い。

「僕の髪や目に驚いちゃった？」

「え、ええ……」

「白皮症というらしいよ。ちょっと視力が弱くて太陽の光に弱いだけで、あとは他の人と変わらないと思う」

　と彼は首を竦める。

　生まれつき、色素が少なく生まれてくる人が稀にいると聞いたことがある。

　でも、自分だって似たようなものだ。

　たんに容姿に出てこなかっただけ。

　体臭のことで両親に言われ、他の人と違うことに気づき、涙ぐましい努力をして、他人と普通に接することができるようになった。

　この青年だってきっと今まで生きてきて、他人と違う容姿に苦しんだことがあるだろう。

「驚いたけど、貴方のことで驚いたんじゃないんです。急に後ろから肩を掴まれたことにビックリしちゃって。人がいると思ってここまで来たのに、人がいたら驚くなんてどうかしているわ、私」

　そう息を吐き出した。

「いきなり肩を掴まなきゃよかったね、ごめんね。そっちに行ったら危ないから引き止めなきゃと気が急いちゃったんだ」

「大丈夫です。止めてくれてありがとうございます」

　ルチアは礼を言い頭を下げた。

「貴女は今日、ここに来たお客様？」

「ええ、私――」

　名前を告げようとしたら、彼は自らの口を人差し指で当てる。

「今は、自己紹介は止めておこう。いずれ紹介されると思うから」

「でも……」

「カロージオ家の人間に紹介される前に互いの名前を知っていたら、彼らの面子を潰してしまうし、貴女が夜中に彷徨ってここまで来たことを話すことになってしまうよ」

　あっ、と気づきルチアは口に手を当てた。

「そうだったわ。私、眠れなくて勝手に庭の外にまで出てしまって……」

「でしょ？」

「戻らなくちゃ」

　ルチアは元来た道を見つめて、暗闇の深さに再び躊躇した。

　ここが明るいせいだろう。月明かりの中で平然と歩いてきたはずの場所は、いやに暗く見える。一歩踏み込めば闇に取り込まれ、二度と戻ってこれなそうで怖い。

　そんなルチアの様子に彼は、

「よかったら途中まで送っていこうか？」

　と申し出てくれて、ルチアは願ってもないと大きく頷いた。

　彼は小さなランプまで持ってきて、ルチアに道案内をする。

　その案内がてら、あの小屋は灯台代わりで、夜はああして一晩中灯りを灯していること。自分はその小屋に住んでいること。そして、灯りの管理と共に、小屋の周囲に植えられたサザンカの管理をしていること――を話してくれた。

「ちょっと変わった椿かしら？　と思ったらサザンカだったんですね」

　とルチア。

「あまり興味のない人は区別がつかないかもね。昼の明るい中で見ればわかると思うよ」

　そう言いながら彼は、寄せ合うように咲く椿の花に触れる。

「自生している椿の中に、どうしてかサザンカが混じることがあるんだ。その場合はサザンカだけあの小屋の周囲に植え替えして椿の枝を接ぎ木してやるんだ。そうしてしばらく経つと、どうしてか椿の品種に変わるんだよ」

「――えっ？　品種が変わることってあるんですか？」

　ルチアは驚いた。

　ただ接ぎ木をするだけで、サザンカが椿に変わるなんてことがあるのだろうか？

　ホーレン家の庭師がよく果樹園に植えてある檸檬やオレンジなどに接ぎ木をして、味を調整しているところを見たことがある。

　でも、品種が変わったとかの話は聞いたことがない。

「普通はね、接ぎ木したら一本の樹に椿とサザンカが咲くとかなんだけど……この島の椿は自己主張が強いみたいなんだ。サザンカを飲み込んでしまうんじゃないかな」

「……飲み込む」

　ルチアは思わず想像してしまい、ゾッとする。

　要するに寄生した方が宿主を取り込むということだ。

「樹同士でもそんなこと、あるのですね……知らなかった」

「ここの椿が特殊なんだろうね」

　抑揚のない返しに、彼にとってはそれが当たり前の日常の世界にいるのだとわかる。

　この島に上陸したときは椿の甘い、どことなく自分の体臭に似た香りに親近感を覚えたが、今は薄ら寒くさえ感じる。

「さぁ、ここを真っ直ぐ行けば貴女の部屋の庭に辿り着くと思う。けど、他の部屋に辿り着いちゃったらごめんね」

　彼は立ち止まり、目の前の場所を指さす。

　この辺りならルチアも覚えている。

「ここで間違いないと思います。ありがとうございます、助かりました」

　ルチアは改めて礼を述べる。

「じゃあ、今度会うときには自己紹介できるといいね。まぁ、初めて会ったふりをするけどね」

　と彼は悪戯っぽく話す。

「私もそうしますね」

　そう返すと、彼は満足そうに微笑みルチアの手を取り甲に口づけをした。

　突然、極上の紳士のような態度を取られて、ルチアの身体は急激に熱を帯びる。

　ついさっきまでカロージオ家が雇った使用人かと思っていたが、戸惑いのない優雅な口づけは、間違いなく上流階級の持つ仕草だ。

「あ、あの……貴方は……？」

　まさかと尋ねたが彼は、今度はルチアの唇に自分の人差し指を当てる。

「近いうちにまた会えるから」

　と微笑んだ。

　その笑みは、どこかカミーユに似ている。

（もしかしたら……？）

　思うも、「今は聞くな」と再度言うだろう。

　それに自分の考えも憶測に過ぎない。口に出すのは野暮というものだ。

「……では、また」

「ああ、またね」

　再会は必ずあるという含みをこめた言葉をかけて、ルチアは部屋に戻っていった。
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　白髪の彼はランプ片手に、元来た道を戻る。

　だが、すでにランプの灯りは消していた。

　彼は長くこの島に住んでいる。それに光に弱い目は夜に出歩く方が楽だったのだ。

　そのせいか人より夜目が利く。こんな歩き慣れた場所など暗闇でも平気だ。

　サワサワと椿の枝が揺れる。

　端から見たら、甘えるように。彼に枝を寄せているかのように。

　彼は「歩きづらいよ」と、笑いながら優しく枝を払う。

　それでも花をつけた枝は、彼に何かを訴えるかのように揺れた。

『ようやく帰ってきたね』

　と囁くような声が聞こえた。

「そうだね」

　と彼は答える。

『ようやく仲間が増えるね』

『種を産んでくれる人がずっと生まれなかったしね』

　サワサワと枝が揺れ、椿の花がポトリと一つ二つ地に落ちる。

　彼はまるごと落ちた花を一つ拾い、呟く。

「……ちょっと可哀相かな」

『どうして？』

「今までずっと知らないで育ってきたようだし、彼女。受け入れられるかな？」

『どうかな？』

『どうかしら？』

『でも、仕方ないわ。運命だもの』

『運命よ、そのために生まれてきたのだもの』

　サワサワと揺れる枝は、まるで小さな子供たちが必死に大人びた笑いをしているように見えた。
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　次の日ルチアは、昼からカミーユとフィクトルと共に島の散策に出た。

　散策ということで、今日は歩きやすい装飾の少ない裾の短めのドレスにショートブーツという出で立ちだ。

　日傘を片手にと言いたいところだが、椿の木がどこもかしこもという地で、日傘は邪魔だと判断し、帽子のみにした。

　日傘よりかは枝に引っかかることはないだろう。

「本当に椿の観賞くらいしか観光がないのだけど」

　カミーユは申し訳なさそうに言いながら、見晴らしの良い場所で近くの島々の位置を教えてくれる。

　港以外、三方を断崖絶壁に囲まれていて、領地の島々を回る定期船は週に一回来るだけ。

　他は島で採取した椿の実から種を取り、干してから他の島にある大きな精油所に運ぶ船。これも週一だそうだ。

「ここに精油所は造らなかったんですか？」

「家庭に使う精油はここで作っているわ。そこへ行きましょうか」

　カミーユの言葉に、フィクトルがあからさまに嫌そうな顔をした。

「あんな場所にルチア嬢を連れていくのか？」

「嫌なら、ついてこなくてもいいのよ」

「しかしルチア嬢が見てなんて思うか……」

『あんな場所』と言うのだからよほど危険なのか、それとも不衛生なのか。

　しかし、家庭に使う精油を精製する場所が不衛生なんて考えられない。

　だとしたら、危険な場所なのだろうか？

「フィクトル様が難色を示す理由とはなんでしょうか？」

　ルチアは思い切って尋ねてみる。

「危ないというか……すぐ近くに崖がありますから……」

　言い淀んだフィクトルの応えに、言い返したのはカミーユだった。

「お兄様が嫌がる理由はそれではないでしょう？」

「何？」

「はっきり言ったらどうなんです？」

　カミーユの問いかけにフィクトルは「チッ」と舌を鳴らし視線を逸らしてしまった。

　二人の様子にルチアは、

「あの……今日は無理に案内していただかなくても……また折を見て……」

　おずおずと告げる。

「ごめんなさいね。こんなところで兄妹喧嘩なんていやね。いい歳して子供みたいだったわ」

「見苦しいところをお見せしてすまない、ルチア嬢」

　ルチアの言葉に、二人は慌てて取り繕う。

　そうしてカミーユは、フィクトルに改めて話す。

「向こうだって待ちわびているはずだから……わかっていますよね？」

「ああ……」

　フィクトルは渋々了承したようだ。

　今の会話で、カミーユは精油所の案内だけでなく自分に会わせたい相手がいると、ルチアにはわかった。

（もしかして、昨夜のあの人かしら？）

「そこに、私に会わせたい方がいるんですか？」

　彼はいずれ近いうちに会えると言っていた。ルチアは二人に尋ねてみる。

「ええ、そうなの。もちろん、精油の作り方とか興味がおありなら、その方に説明してもらうつもりよ」

「採りたての精油を見てみたいです。それに色々な方とお話しする機会なんて今まで私にはそうそうなかったことなので、ぜひお話ししたいわ。いいでしょうか？」

　図々しいとは思ったがこちらからお願いすれば、事を荒立たせなくていいかもしれない。

　そう考えて、少々我が儘を言ってみた。

「ほら、ルチア様もそうおっしゃっているのだし」

「わかった。……私は会うのは気が進まないが、仕方ない」

　カミーユの最後の一押しで、ようやくフィクトルも表情を和らげてくれた。






　三人で歩いている道は、歩きやすいよう煉瓦を引き詰めてある。

　お喋りしながら歩いていたものだから、うっかり煉瓦の欠けた部分にヒールがはまってしまい、ルチアの重心が傾いてしまった。

「――あっ！」

「危ない！」

　横倒れしそうになった身体を、カミーユが引き寄せて支えてくれた。

　身体がすっぽりとカミーユの腕の中に収まる形になった。

（……えっ？）

　ルチアはカミーユの腕の中で混乱していた。

　同性のわりには、力が強くないだろうか？

　易々と自分を片腕だけで引き寄せた。

　そしてその腕も、女性とは言いがたい張りがある。

　筋肉の躍動というのだろうか？　とにかく、自分の知っている女性の腕とは違う気がする。

「大丈夫？」

「は、はい……ありがとうございます」

　確かに周囲の女性より背が高く、肩幅だって広いのは知っているし、本人だって「それが悩み」だと話してくれた。

（でも……）

『男性に抱き締められたら、きっとこんな風』ではないか、と思う力強さと腕の硬さだ。

　錯覚してしまう、男性の腕の中にいると。

　胸の鼓動が高い音をかき鳴らす。

　自分の足がしっかり地についたことを確認すると、カミーユはそっとルチアから離れた。

　時間にしてたった十数秒ほどなのだろうが、ルチアにはその時間がとても長く感じられた。

「帰ったらすぐに修繕をするよう話しておこう。ルチア嬢、よかったらお手を」

　フィクトルがルチアに手を差し伸べる。

　一瞬――手を差し出すのを躊躇ってしまう。

（なんだか、カミーユ様の温もりが消えてしまいそう）

　そう考えてハッとする。

　彼女は女性じゃないか。その彼女に男性と錯覚して胸をときめかせるなんて。

（カミーユ様に失礼だわ）

　彼女が気にして悩んでいる部分に惹かれるなんて。

　ルチアは心の中でカミーユに謝罪しながら、フィクトルの手を取った。

「お兄様、私はいらないと？」

　カミーユが腰に手を当て兄を睨む。

「お前は慣れているから平気だろう？　昔はこの辺りを駆けずり回っていたくせに」

「まあ、そうですの？」

　カミーユの意外な幼少時代の話に、ルチアは思わず聞き返してしまう。

「ええ、今じゃ大人しくしているが昔はまあ、やんちゃで……」

　フィクトルが意地悪そうな顔をして話し出す。

「お兄様！」

　カミーユが慌てて止めようとするが、フィクトルの昔話は止まらない。

「男の子の格好をして、それがまあ似合う似合う」

「褒めてないから、それ」

「ルチア嬢、それでカミーユは……」

　と、さらに昔話を聞かせようとする。

　本気で慌てているカミーユを横目に、ルチアは苦笑いをした。

　確かにカミーユの幼い頃の話はとても興味深いが、本人がかなり嫌がっているとわかっていては身を乗り出して聞けない。

「もう！　早く行きましょう！」

「カミーユが先に行って知らせてこいよ」

　急かすカミーユにフィクトルはまた意地の悪いことを言うと、カミーユは少し落ち着いたようで怒らせていた肩を下ろした。

「先には行かない。二人っきりになってルチア様を口説こうなんて、そうはさせない」

　と言った。

「えっ？」とルチアは顔を真っ赤にさせる。

「おいおいおい……少しはいいところを見てもらいたいという男心をな……」

「わかるから言っているんです」

　声音をきつくさせフィクトルに言うと、カミーユはフィクトルからルチアを引き離し、手を握る。

「さあ、行きましょう」

　カミーユはルチアに極上の笑みを向け、先に進む。

「しょうがないな」とフィクトルは後からついてきて、ルチアは内心ホッとした。

　激しい兄妹喧嘩に発展しなくてよかった。

　ルチアにも歳の離れた弟がいるが、まだ小さいし、父が必要以上自分に近づかせなかったから喧嘩などしたこともない。食事時の挨拶くらいしか交流がない。

　自分と弟への父の態度の差を寂しく思ったが、これが女性と男性。家から離れていく者と継ぐ者の違いか、と思って受け入れていた。

　だが、カロージオ家の兄妹を見ると、そうではないのでは？　と羨ましくも思う。

「カミーユ様とフィクトル様は、喧嘩できるほど仲がよろしいんですね」

　ルチアの言葉にカミーユは笑い声を立てた。

　その声が思ったより太くてルチアは驚く。

　カミーユは、ルチアが驚いたのは自分が急に笑ったせいだと思ったのか謝罪する。

「ああ、いきなり笑ってごめんなさい。仲がいい……のかしら？　そういう風に考えたことなかったから」

「以前、私にも弟がいると話したでしょう？　こうして話すこともないから、喧嘩さえもないの。それはそれで寂しいなって」

「……私はそういう希薄な関係の方が楽だったわ」

「カミーユ様？」

　そう言ったカミーユの横顔が一瞬辛そうに見え、思わず名を呼ぶ。

　カミーユはルチアの呼ぶ声に応えるよう見つめ、また笑みを浮かべた。

「先ほどみたいに、自分の黒歴史を暴露されなくて済むというものよ」

　それはその場を誤魔化すための言い訳にルチアには聞こえた。
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「ここよ」

（やっぱり）

　着いた場所は、昨夜迷い込んだ例の煉瓦とガラス造りの平屋だった。

　ならばカミーユが会わせたい相手というのは、あの白髪赤目の青年ということだろう。

（でも、初めて会ったふりをしないとね）

「ここはね、夜になると灯台の役目もしているのよ」

「そういえば部屋から灯りが見えてました。ここなんでしょうか？」

「ええ、ルチア様の部屋からなら見えるかもしれないわね」

　そう言うと、カミーユは平屋を覗くように声をかける。

「メタセスィス！　いる？」

　しばらくしてすぐに平屋の中から「いるよ」と聞こえ、扉が開く。

　出てきた彼は――やはり、昨夜の白髪赤目の青年だった。

「メタセスィス、紹介するわ。昨日からカメリア島に遊びにきてくれている私の友人よ」

「ルチア・ホーレンと申します」

　ルチアは初めましてとスカートの裾をつまみ、腰を下げる。

「初めまして。メタセスィスといいます」

　彼はちょこんと頭を下げた。

　――苗字を名乗らない？

　ルチアの住む国では庶民も苗字を持つが、持たない者もいる。

　それは――孤児だ。

　親から受け継がれた苗字がわからず、名前だけの者もいる。

　その者も大抵は職を得た先で主人から授かるか、あとは教会に寄付をして神父に名付けてもらうかだ。

　しかしメタセスィスはここに住んでいるということは、カロージオ家の使用人ということになる。

（じゃあ、まだ苗字をもらえていないのね）

　ルチアは一人納得して、心の内に留めておくことにした。

　けれど、昨夜のキスはとても使用人の振る舞いとは思えなかった。

　それなりに教育を受けたような、そんな甲への口づけ。

「とりあえず中へ。ここは木々が密集して昼間でもあまり陽を通さないけれど、それでも海からの日差しは僕にとってはきついからね」

「そうね。それと彼女、椿油の精油を作るところを見たいのですって。今からでもいい？」

「変わってるご令嬢だね。いいよ、見せてあげる」

　どうぞ、とメタセスィスは扉を大きく開けてルチアたちを歓迎する。

「私はいい」

　と、断ってきたのはフィクトルだった。

　彼は顔に嫌悪の表情を乗せていた。

「貴様と同じ空間にいるのは我慢できんし、客人に馴れ馴れしい言葉遣いで話しかけるのを見たら、尚更ルチア嬢を連れて戻りたくなった」

　ルチア嬢――と声をかけると、フィクトルはルチアの手を取り、この場を去ろうとする。

「この方は、貴様が話しかけられるような相手ではないのだ！」

「あ、あの……！」

「お兄様！」

　カミーユがフィクトルを止めようと、彼の腕を掴む。

「カミーユ！　お前だって私にこれ以上触れるな！」

　フィクトルの手がカミーユの手を叩きパン、と乾いた音が響いた。

「カミーユ様！」

　突然のフィクトルの乱暴にルチアは彼の腕を振りほどき、叩かれたカミーユの手の甲を擦る。

「フィクトル様、妹であるカミーユ様にどうして乱暴なことを……」

「『妹』？　……ふっ、そう思ったことなど一度もない！　我が一族の名誉のために仲のいいふりをしているだけだ」

　フィクトルのその言葉にカミーユの顔色はあっという間に青くなり、浮かない表情を見せた。

　フィクトルの方は「なんとでもなれ」と言わんばかりに喋る。

「まったく驚くしかないさ。迷信を信じてそんな格好をしてそいつを組み敷いているんだからな！　本当ならどっちにも近寄りたくもないさ、父上の命令で仕方なく兄妹愛を演じているだけだ！」

　フィクトルの告白が衝撃すぎて、ルチアは言葉の半分も理解できない。

（どういうこと？　二人は睦み合っているということ？）

　混乱しているルチアに、フィクトルは手を差し伸べる。

「さあ、ルチア嬢。一緒に屋敷に戻りましょう。どうせこの後、二人で乳繰り合うんだ。私たちはお邪魔虫ということだ。まったく好き者同士だよ、おとこ――」

「お兄様！」

　カミーユがフィクトルの言葉を遮るように呼びかける。

「兄と呼ぶな！　汚らわしい！　……さあ、ルチア嬢、行きますよ」

　どうしていいのかわからず、ルチアはフィクトルとカミーユの顔を交互に見つめる。

「戻るなら一人で戻ればいいだろう？　どうしてルチア嬢を巻き込むんだよ」

　抑揚のない声でフィクトルに告げてきたのは――メタセスィスだった。

「なに……っ！」

「だからどうしてルチア嬢を巻き込むんだ？　一人で戻れないのか？　ああ、そうだね。三人で仲良く島を散策してここに寄ったのに、一人で戻ってきたら、お父様に怒られちゃうもんね？」

　図星だったのか、フィクトルは唾を飲み込む。

「一人で帰りなよ、屋敷へ。そのくらいでお父様は怒らないよ」

「う、うるさい！　別に父上が怖いわけではない！」

「――じゃあ、怖いのはあの方？」

「……っ!?」

　途端に怯え始めたフィクトルに、メタセスィスは悠然と微笑む。

「大丈夫。これ以上フィクトルが勝手をしなければ、あの方だって許してくれるよ。だから……ね？」

「ふんっ！　いい気になって今に見てろ！　私がカロージオ家の当主になったら、お前ら二人まとめて追い出してやる！」

　フィクトルは捨て台詞を吐き、逃げるように去っていった。

「ごめんなさい。気を悪くされたでしょう？」

　フィクトルの姿が見えなくなって、カミーユはルチアに頭を下げた。

「いえ、そんなことは……ただフィクトル様の急な変わりように驚いただけで」

　ルチアが驚いたのは、本当はそれだけではなかったが。

『組み敷いている』という言葉がまだ耳に残っている。

　カミーユとメタセスィスが乳繰り合っている――いくら世間で深窓の令嬢だと囁かれても、ルチアだってそれが何を意味するのか理解できない歳じゃない。

（二人は付き合っている、ということよね？　恋人同士……？）

『迷信を信じてそんな格好をして』とも聞いたが、それを考える余裕は今のルチアにはない。

　容姿が他の人とは違う使用人と貴族令嬢の恋。

　それが、カミーユが結婚相手が決まらない理由ではないか？　とルチアは勘ぐってしまう。

　ルチアにとってショックの大きい内容だ。

（いやだ、私……。カミーユ様に恋人がいることが哀しいなんて）

　どうしよう、このまま一緒に見学を続けるのは無理だ。

「あ、あの、私……このまま、お二人の間にいていいんでしょうか……？」

「えっ？」

　カミーユとメタセスィスが、ルチアの問いに同時に声を上げた。

「どうして？」というように。

「だって、その、お二人とも恋人同士なのでしょう？　それでその、私はお邪魔ではありませんか？」

　言った。頑張って言ったが哀しくて目が潤んでしまう。

　やはり自分はカミーユのことが好きなんだ、同性でも。思い知ってしまう。

　そんなルチアの言葉と態度に二人は顔を見合わせ、それから笑い出した。

「……っえ？　えっ？　どうしてお笑いになるんです？」

「僕たちは恋人同士ではないよ」

　とメタセスィス。

「私たち、姉弟なの」

　カミーユの告白にルチアは目を剥いた。

「――えっ!?　で、でも……フィクトル様は……！　そんなご様子には見えなかったし、その男女のご関係があるような言い方をされたから、私はてっきり……っ」

　カミーユとメタセスィスが姉弟なら、フィクトルとだって血は繋がっているはずだ。

「色々複雑なんだ。特に僕は外見が他の者と違って目立つ。だから隠されて育ったんだよ、彼にとっては弟と思いたくないわけ」

「そうでしたの……」

「そしてカミーユ、年齢的にいえば僕の姉は、そんな僕を気にかけてこうして島へ来るたびにここに寄るわけ。それがフィクトルには気にくわないのさ、彼は――そうだよね、カミーユ」

「ええ……そう！　そうよ」

　急にメタセスィスに話を振られ、カミーユはぎこちないながらも同意する。

「フィクトルとはまったく交流がないからね。お互いに兄弟とは思ってないよ」

　さあ、入ってとフィクトルはルチアを中に誘導した。

　ルチアも「姉弟」だとわかり、ホッとして中へ入っていく。






　中に入ってすぐ左は彼の部屋で、生活するのに必要なものは全て揃っていた。

　右は精油所。

　そうして奥は、灯台代わりのガラス張りの部屋。

　ガラスは厚みがあり、実際に灯台に使用されるガラスで特殊なものらしい。

「夜は眩しくて、灯りをつけたら絶対に入らない。目が潰れそう」

　と肩を竦めながらメタセスィスが言う。

　それからメタセスィスが、椿の精油の作り方を説明してくれた。

「収穫時には椿の実が弾けて中から種が落ちる。その直前に収穫する。このカメリア島の椿は一年を通して花が咲き、実を落とし続けるから毎日収穫で、繁盛しているんだ」

　それから種を干して炒る。そして石臼で細かくし、圧搾機にかけるのだという。

　ルチアも、石臼で細かくした椿の種を圧搾機にかける過程をやらせてもらう。

　上から押して絞るタイプの圧搾機で、体重も力もないルチアにはなかなか大変な作業だった。

　なにせ見本で見せてもらったメタセスィスより、出てくる油の量がまったく違う。

「う～ん……油が少ないわ……」

　自ら絞った椿油を見てガッカリする。

「最初にしてはなかなかだよ。慣れだよ、こういうのは」

　メタセスィスが慰めで言ってくれているのがわかって、情けないやら哀しいやら。

　それでも、可愛らしい小瓶に移してくれたのでルチアの気分が浮上する。

「そう言えば、この平屋に植えられているのはサザンカみたいですけれど精油は採れないのですか？」

　事前にメタセスィスから聞いて知っているが、ルチアはあえてそう尋ねる。

　昨夜、自分がここまで来たことはメタセスィスと秘密のことだから。

　メタセスィスも自ら「秘密にしておくように」と告げたから、話を合わせてくれる。

「サザンカだとよくわかったね」

　と褒めてくれるが、なんとなくわざとらしく聞こえて、ヒヤヒヤさせられる。

　カミーユが気づいていないのが救いだ。

「そうなんだ。サザンカの種子は小さい上に着果が少ない。だから、たくさん採れる椿の種子が重宝されているんだ」

「自生している椿が、ここ十数年で多く枯れてしまってね。他から苗木を持ってくるとサザンカが混ざっているのよね。そういう場合はここに植えて接ぎ木をするの。するとどうしてか椿に変化するのよ」

　メタセスィスとカミーユが話してくれる。

「不思議ですね。種類が変化するって植物の世界は謎が多いわ」

「……そうね。特にこの島の椿はそう、自己主張だって強いのよ……まるで人のよう……」

　カミーユが、ルチアの言葉に思い詰めたように語った。

「的を射た意見だよ、カミーユ」

　メタセスィスは同意する。

　喉が渇いてきたので、休憩してお茶にすることになった。

「私、お茶をいれましょうか？」

　ルチアが立候補する。いくら客人とはいえ、このくらいはさせてほしいという願いからだ。

「いいかな。僕がいれるより美味しい紅茶が飲めると思うから」

　メタセスィスは笑いながらルチアに台所に案内し、お湯を沸かしてくれる。

　食器棚と紅茶瓶が置いてある棚を教えてくれた。

「湯が沸いても火はそのままでいいよ。燃えるものがなくなれば自然に消えるから」

　と言いながら菓子を用意して先に持っていってくれた。
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　談話室にはカミーユが窓際に立ち、外に植えてあるサザンカを見つめていた。

「サザンカはサザンカのままでいい……なのにどうして椿たちは許せないのか……」

　そうメタセスィスに言った。

「あの方の意見は絶対だよ？　わかってるでしょ」

「ああ、わかってる」

　メタセスィスと二人きりになって、カミーユの気が抜けたらしい。低い声になる。

　テノールほどの声だが高めだ。

　コントラルトと言うべきか。中性的だがはっきりと「男性の声」ととれる。

「……ルチアはルチアのままでいい。そう思う」

「彼女は変わらないよ、ただ現実をまだ知らないままだからさ。知ってどう咲くかだけど、それは本性が出てくるだけだから、ルチアはルチアのままだ」

　カミーユの言葉に、メタセスィスはそう答える。

　メタセスィスが後ろからカミーユを抱く。

　後ろから回された手がカミーユの首や胸、腹を擦り、下へと降りていく。

「僕だって、ようやくあの方の種子を孕める性が抱けるとホッとしてるんだ。カミーユ。君は嬉しくないの？　ようやくお役御免になるんだよ？」

「ようやく……。そうだよ、やっと……自分らしい自分に戻れるんだよね……」

　まだ迷う色を乗せたカミーユの声を隠すように、メタセスィスは唇を奪う。

　カミーユは嫌がらずに受け入れる。

　それが当たり前のように。

　唇が離れ、ゆっくりと身体が離れる。

「フィクトルはかなり立腹していた。このまま放っておいて大丈夫だろうか？」

　とカミーユ。

「平気さ。ああして強がってるけど臆病者だ。先進的な考えを優先していると嘯いてるけど、根っこは畏怖している。遠回しに脅しておいたから、しばらく大人しくしているさ」

「……ああ」

　メタセスィスの言葉にカミーユは不安ながらも頷いた。

　何かやらかしそうだ――という推測が頭から離れない。

　フィクトルは蔑みながらも、人の身体を玩具にしようとした。

　人の道に外れていると言いながらも性対象として無理やり抱こうとし、返り討ちにあわせたのはいつだったか。

　フィクトルがこの一族の風習に嫌悪しているのは、一般の感情としてあっている。

　しかし、生来の臆病さが、一族の栄光が、彼を縛り付ける。

（ただ傀儡が欲しいだけなのにな）

　テオドルスは理解していそうだった。

　何より貪欲で、何より支配欲が強くて、何より恐ろしいのは――






「椿の王……」






　カミーユは口にするのも恐ろしいはずの、その名を呼んだ。
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　ひとときの茶会も終わり、屋敷に戻る。

「ルチア嬢、これを差し上げます」

　メタセスィスがくれたものは、平べったい小瓶の中に入った練り香だった。

「まあ！　ありがとうございます。これも椿の精油で作ったものですか？」

「ここの椿は甘い香りがしますから、香水としても最適だと思いますよ」

　そう言いながらメタセスィスはルチアに近づき、耳元で囁く。

「お身体に合うと思います。貴女の持っている匂いと同じですから」

「――っ!?」

　ばれている、体臭のことが。

　いつ？　いつばれたのだろう？

　昨夜？

　寝る前にも匂いが部屋に充満しないようにと、ホワイトセージを焚いて身体もよく拭いたのに。

　おののいているルチアにメタセスィスは「そう憂うことでもないよ？」と笑った。






　ルチアは半ば、意識が朦朧としている状態で歩いていた。

　それほど、気をつけて隠していた体臭が露見されたことに衝撃を受けたのだ。

（どうして？　どうして？）

　という言葉が頭の中で繰り返えされる。

「ルチア様？　大丈夫？　お疲れかしら？」

　そうして寄り添うように歩くカミーユに問われ、気づく。

　――彼女も、私の体臭のことを気づいてる？

　そう思うと、隣にいることが恥ずかしくて堪らなくなった。

　それだけじゃない。

　友人たちも事前に母に聞いて知らないふりをしていると思っている。けれど社交界デビュー時にも自分の体臭は漂い、周囲が知っていたら。

　そうして知らないふりをして、その裏で皆は『ルチア嬢の体臭はきつい』『油っぽい匂いがすること』と囁き、自分は中傷の的になっていたのかもしれない。

　それをカミーユは聞いて知っていたのかもしれない。

「カミーユ様……ごめんなさい、私……」

「？　どうしたの？　やっぱり一日歩き通しで疲れてしまったかしら？　誰か迎えを寄越させましょうか？」

　ルチアは「違う」と首を横に振る。

「では、どうしたの？　メタセスィスに何か言われたのね？」

　察してくれるが、メタセスィスのせいじゃない。

「いいえ、メタセスィス様のせいじゃないんです。ただあの方は私の体臭に気づいていて、それで練り香をくださったんです」

「そう……」

　そのカミーユの一言で、とうに自分の体臭は周知の事実だと知る。

　きっと社交界でも噂の的になっていて、カミーユは可哀相だからと私と一緒にいてくれたのだ。

（それを知らずに、カミーユ様が親しくしてくださったと有頂天になって……）

　ここで泣いてしまってはカミーユに迷惑がられると思っているのに、我慢できず涙が溢れ止まらない。

　どうにか止めようと口を押さえてもしゃくりあげてしまい、ますます情けないことになってしまう。

「ご、ごめんなさい……っ！　私、体臭が酷いようで……！　家族にも注意されて匂いを消す努力をしてきたのですけど、どうしても消えなくて……！　ご迷惑でしたよね？　こんな私に懐かれては……申し訳ありません……！」

「ルチア……」

　カミーユがハンカチを差し出してくれたが、ルチアはそれを拒む。

「ハンカチに匂いがついたら……！」

「構わない」

　とルチアの顎を掴み、顔を上げさせると涙を拭いてくれる。

「貴女の匂いはそんな悪い、不愉快にさせるものではないから安心して」

「えっ……？　で、でも父や母は……」

「嫌な匂いと嫌悪したのはその二人だけ？　他には？　女中や屋敷の使用人には？」

　問われ、考える。

「はっきりと言われたのは両親だけですけど、他はきっと体臭のことを告げたら傷つけてしまうと考えて、言わないでくれたのだろうと思います……」

「ルチア嬢の匂いは不快感を覚えるものじゃない。ここの椿油と同じ香りだから」

「……えっ？」

「カメリア島の椿から採れる油はね、甘い香りがするんだ。人を惹き付けるね。それと同じ香りなんだよ、ルチア嬢は」

　嘘。こんな人をいい気分にさせるような甘い香りなんて、自分は持っていない。

　幼い頃に香りを嗅いで心底嫌な顔をした父を思い出し、胸が痛み震えた。

「それは違うと思います。だって、そんないい香りしてない……っ！」

　急に身体が温もりに包まれる。

　カミーユに抱き締められている、と気づいた時には彼女の胸に顔を埋めていた。

「それは貴女の父君は、貴女を嫌っているからだ。人は嫌いな相手の持つ特徴を、嫌悪する傾向があるから」

「……あっ」

　カミーユは知っている。

　ルチアが気づいていて、本能的にそれを認めないで「父は娘のために言っている」と思い込もうとしていることを。

「ご存じでしたの……？」

　カミーユは頷くと、さらにルチアを掻き抱く。

　その腕の強さにルチアは驚くも、確かな温もりが欲しい今、身を任せる。

　柔らかすぎる胸も今は追及しない、したくない。

　男性とみまごう力強さも声の張りも、ルチアにはどうでもよかった。

　しかし、次のカミーユの告白にルチアは衝撃で強引に身体を離した。

「貴女のことは幼い頃から知っていた。貴女はここで生まれたのだから」

　――どういうこと？

「このカメリア島で私は生まれた……？」

「貴女は貴女の母の願いで、きたるべき日まで島の外で育てられることを了承されたんだ」

　カミーユは苦しげに話す。

「……嘘。そんなこと、初めて聞いた」

　母にだって聞かされたことなどない。自分はホーレン家の屋敷で産声をあげたのだとずっと思っていた。

　それにカミーユの話が突飛すぎて、頭が追いついていかない。

　自分の体臭の悩みなど、頭の外へいってしまった。

「ど、どうして私はここで生まれたんですか？　母とカロージオ家は繋がりがあったんですか？　あったならどうして今まで、父も母も話そうとしなかったんですか？　私が社交界にデビューしてカミーユ様とお会いするまで、家庭内で、私の前で一度だってカロージオの名前など出たことがありません！」

　ルチアはそうカミーユに詰め寄る。

　それだけじゃない。

　新たな疑問が浮上してきた。

「もしかしたら……私が父と信じてきた人は父ではない……？」

　ルチアの問いにカミーユは、躊躇いながら唇を噛み締める。

　教えてほしいとルチアはカミーユの腕を掴み迫る。

「教えてください……！　カミーユ様の知る限りでいいんです！」

「言えない……これ以上は」

「カミーユ様」

「私は、貴女と親しくなってここに連れてくるようにとしか、父を通してあの方からお役目を与えられていない……これ以上は話せない」






　結局、ルチアはカミーユからそれ以上の話を聞き出せなかった。

















第四章












（一昨日来たばかりだけれど……実家に帰ろう。お父様とお母様に事実を問いたださなくては）

　それにカロージオ家には秘密がある。

　いや、このカメリア島全体に秘密があると言った方がいいのかもしれない。

　会話に出てきた『あの方』とは、誰のことをさしているのか？

　その『あの方』という存在を、ルチアは重く受け取った。

　逃げた方がいい、一刻も早く――身体の奥で警鐘が鳴っている。

　早朝に起きてトランクに荷物を詰めると、朝食の席でテオドルスたちにその旨を話す。

　すでに仕度を済ませているルチアを見てテオドルスたち三人は顔を見合わせたが、実家に帰ろうとするだろうと推測はしていたらしい。

　カミーユが昨日の話を事前に報告していたのだろう。

「しかしルチア嬢、今日は無理だ」

「なぜでしょうか？」

「船は定期便で一週間に一度来るのみで、一昨日来たばかりだ。椿の実を運ぶための船に乗り港まで運んでもらうという手もあるが、それも昨日来たばかりだ。少なくとも五日間はこない」

「そんな……」

　テオドルスの言葉にルチアは絶句した。

（閉じ込められた……？）

　招待を受けた場所が島だということに、もっと危機感を抱くべきだった。

　手紙を書いて届けることさえできない。

　つい昨日の夕方まで、そんなことを思いつかないほど楽しい時間だったから仕方がないが。

　仲良くなったカミーユの招待を、自分が受けたからだと単純に考えていたからだ。

　自分はここで生まれて、島の外に出された。

　そして、父と呼んでいた人は父ではないかもしれない。

　どういうことなのか聞かなくてはならないのに、自邸に帰るには早くても五日先になる。

　ふとテオドルスと視線が合う。

（そうだったわ。カロージオ家のこの島で私が生まれたと言うのなら、カロージオ辺境伯が私の父である可能性が高い）

「五日先ならしかたありません。それまで待とうと思います」

「急用なら伝書鳩に任せるという手もあるが」

　テオドルスが提案してくれる。

「伝書鳩がいるのですか？　なら、ぜひ！」

　ルチアは飛び上がらんばかりに喜ぶ。

「船は申し訳ないが待っていてほしい。私も本土に戻り仕事をしなくてはならないからね、必ずやってくる」

「わかりました。手紙はすぐに書いてお渡しします」

　テオドルスの言葉を信用し、ルチアは頷いた。






　朝食後、すぐに母宛に手紙をしたためて預かっていた筒にいれると、テオドルスの書斎に出向く。

　ルチアは別な意味でも胸の鼓動が激しかった。

（カロージオ伯テオドルスが、もしかしたら本当の私の父親？）

　その可能性を捨てきれない。

　よく考えれば同じ屋根の下で一緒に過ごしてきた父は、食事で揃った時以外、まったく自分に接触しようとしてこなかった。

　貴族令嬢として十分すぎるほどの教育を受けさせてくれたが、それだけだ。

『家から出てしまう娘の扱いなんて、そんなものですよ』という母の言葉を鵜呑みにしていた。

　しかし、本当に父と呼んでいた人が父ではなかったら、そして父は自分と血の繋がりがないと知っていたら、父の接し方に合点がいく。

　ならば、テオドルスが自分の本当の父親なのか。

　――しかしその推測は違っていた。

　ルチアが昨日カミーユから聞かされたことをテオドルスに話し、真偽を尋ねると、テオドルスは、

「いや。結論から言わせてもらえば、私はルチア嬢の父親ではない」

　そうはっきりと答えた。

「そうですか……」

　テオドルスの言葉にルチアは消沈してしまう。

　目に見えて沈んでしまったルチアに、テオドルスは言葉を続ける。

「カミーユが口を滑らせてしまったから話すが、確かに貴女はこの島で生まれて母親の希望により、外で育てられた」

「母も、この島に来たことがあったんですね」

　母からは一言も聞いていない。

「どうして私に話してくれなかったんでしょう」

「それは貴女の母君に聞くしかないね。とにかく一年近くこの島に滞在していた」

「それはどうしてなんでしょう？」

　ルチアの問いにテオドルスは彼女の手を取り、甲へ口づけをした。

「貴女はさる高貴な方の種から生まれた。私など比べようもないくらいの。近いうちに真相がわかる。ただ、今はカミーユを含めて私たちは事実を話す権利をいただいていないのだ」

　――国屈指の資産家で、王家とも関わりの深いカロージオ家さえも従わせる方。

（なら、一つしかないじゃない……？）

　まさか。まさかとは思う。母は、それほど高貴な方とこの島で通じ合ったのか？

　ルチアは恐る恐るテオドルスに尋ねる。

「私は……高貴な方の落胤なのですか？」

「ええ、信じられないくらいの。夢のようなお方だ。国王陛下など足元にも及ばない。私たちはその方の恩恵を受けて生きている。あの方は私たちの正義であり、生きる喜びなのです」

　テオドルスはうっとりと、今までにないほど饒舌に語る。

　国王陛下ではない？　――では、いったい誰なのか？

　まったく見当もつかなくて困惑しているルチアの手をテオドルスは取ると、その甲に何度もキスを落としてきた。

　なんだか彼の様子がおかしい。

「そんな高貴な方の種である貴女とこうして過ごせるなんて、夢にも思いませんでした……どうか、いつまでもこの島に留まってください」

　そう頬を染めて、夢の中にいるような表情でルチアを見つめる。

　朝までと違うテオドルスの姿にルチアは戸惑う。

「と、とにかく。この手紙を母の元に届けてください」

　やんわりと彼の手を解ほどき、書斎から逃げるように出た。






　屋敷内がおかしくなったのはそれからだった。

　カミーユはルチアの目を避けるようになり、部屋に籠もるようになってしまった。

　たまに屋敷内で散歩する姿を見かけ声をかけるも、気まずそうな、それでいて哀しげな表情でルチアを見つめ、離れていってしまう。

　それでいて、カミーユの視線を感じて振り向くと、実際にそこにはカミーユがいてルチアを見つめているのだ。

　それはカミーユだけではなかった。

　フィクトルや屋敷の使用人も、気がつけばルチアを見つめている。

　まるでルチアの行動を監視しているように。

　それだけではない。気晴らしに散策に出掛けても、どこからか視線を感じた。

　気味の悪いことに屋敷の外で感じる視線は四方八方、そこら中からで、いったいどこから、誰が見ているのかもわからない状態だ。

　――いや、「誰」ではない。大勢に見つめられている、そんな気配を感じていた。

　なのに、周囲は椿の花が揺れるばかり。

（……椿が私を見ている？）

　おかしな想像をして、馬鹿馬鹿しいと否定に頭を振る。

　それにしても日がな一日監視されているようで、気持ち悪さに吐き気がしてくる。

　いつでもどこでも視線を感じて、ルチアは部屋で過ごすようになった。

　部屋にいても視線を感じ、その方向を見ると庭に植えてある椿――

　背筋が寒くなる。

　樹の向こう側に人がいて、きっとそこで自分を見ているのだと思い込もうとしても、その視線が一人や二人ではない重たさがある。

　ルチアは昼間でもカーテンを閉める。

　部屋に籠もっていても、どこかで見つめられていて怖い。

　しかも、椿が見つめていると思い込んでしまうとは――その錯覚に、気がおかしくなりそうだった。

（船が来るまでの我慢よ、ルチア）

　船が来るまでたったの五日間なのに、ルチアの精神は疲弊していた。

　それでも、前日になってようやく「明日、この島から出られる」という嬉しさに心が軽くなった気がする。

「明日、船が来る予定ですよね？　何時頃に？」

「来るには来るが、いつ来るかわからない。気楽に待っていてほしい」

　テオドルスの応えにルチアは軽い衝撃を覚えたが、思い直し、彼に詰め寄る。

「でも、船に伯も乗るのでしょう？　構いません。明日中には来るのですよね？　何時になろうと待っています。きっと今頃、私が書いた手紙も母の元に届いているでしょう。母の口から事実を聞きたい。長期滞在を予定していてすぐに帰るのも心苦しいですが……」

　ルチアは心情を語り、約束を繰り上げて帰ることも詫びる。

　島全体が、ルチアを出したくないという空気で溢れている気がする。

　カロージオのフィクトル、テオドルスに至っても、口には出さないがそういう雰囲気が漂っていた。

　ただ――カミーユだけは、どこかホッとしている様子が気になった。

「わかりました。では、船が到着したらお知らせしましょう」

「お願いします」

　テオドルスとの話が済んで、フィクトルが残念そうに口を開く。

「残念だ。せっかく知り合いになったというのに。折を見てまた遊びに来てほしい」

「はい、こちらこそ慌ただしく帰路についてしまって申し訳ございません」

「ご母堂から語られた話を我々も知りたい。カミーユにでも話してくれればいい」

　ふと、カミーユと視線が合う。

「……そうね。そうしてくだされば嬉しいわ」

　カミーユはそう言うと形ばかりの笑みを作る。

　最初に出会ったときの、花が咲いたような艶やかな微笑は影を潜めていた。

　なにか後ろめたいことでも隠して、隠しきれないような彼女の表情に、ルチアは不安になる。

　ふと思う――

（本当にここから私を出してくれるのかしら？）

　でも、テオドルスは了承してくれた。

　カロージオの当主である彼を信じるしかない。
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　身体が重い。

　身を捩ってもその影は自分を捕らえ、のしかかってくる。

　寝る前に焚いた香が多すぎたのだろうか？

　誰かに四六時中見られている気がして、いつも緊張しているせいか寝付きが悪くて、ホワイトセージは止めて睡眠を促す効能のある香を配合して焚いている。ただし、分量に気をつけなくてはいけない。

　多すぎると、身体は起きているのに脳は寝ている状態になり、こうした「起きたいのに起きられない」事態を引き起こす。

　でも少々量を増やしたくらいで身体は重たくならないし、危険な状態にはならないはずだ。

　ここずっと精神が疲労していたから、身体が過剰反応したのだろうか？

（……うっ）

　影は唇や頬に触れ、胸を揉みしだく。

　幻覚？　夢？

　でも、触れる感覚ははっきりとしている。

（違う……っ）

　起きなくては――

　ルチアは寝覚めようと、必死に目を開ける。

「――っ!?」

　目を開けてすぐ前に、大きな影が自分にのしかかっていた。

　これが身体が重かった原因。

　ルチアは咄嗟に手で払い「いや！　誰か！」と叫ぶ。

　払った手を押さえつけられて、影はさらにルチアを寝台に沈めた。

　掛けた毛布は取り払われていて、ルチアの足を広げるように間に身体を差し入れていた。

（襲われる……！）

「いや！　止めて！　止めてください！」

「呼んでも誰も助けには来んぞ」

　ルチアはその声に愕然とした。

「……カロージオ、伯……っ？」

　暗闇の中、顔が見えないが声は確かにテオドルスその人だ。

「そうだ……っ、さあ、怖がらずに足を広げなさい。誰もが経験する行為だ。痛いのは最初だけ。あとは信じられないような快感がやってくる」

　荒い息の中そう囁きながら、テオドルスはルチアの寝衣の裾を大胆にたくし上げた。

　そこから乾いた手がルチアの素肌を襲う。

　腹を撫でられ、滑るように下穿きに手をかけ下ろそうとするのを、ルチアは必死に抵抗する。

「なぜ抗う？　もう観念しなさい。貴女はもう、この島から出られないのだ」

「ど、どうして……？　意味がわかりません！」

「それが生まれた時からの貴女の運命だからだよ」

　嬉々とした声。

　最初からこうするつもりだったのだ、伯は。

　カミーユに上手く丸め込ませ、この島まで連れてくるように命じて、彼の欲求の贄にさせるつもりだったのだ。

（カミーユ様……酷い……）

　涙が零れてくる。

　テオドルスの手が、まだ誰も触れたことのない双丘に向かっていくその時だった。

　激しい打撃音と共に、テオドルスの力が抜けた。

「……？」

「ぅう……っ」

　闇に慣れてきた目で見れば、彼は後頭部を押さえ蹲っている。

　その隙にルチアは寝台から逃げ出す。

「ルチア！　無事？」

　夜の暗さに慣れたルチアの目に、カミーユが映った。

　その手には水差しのカラフェが握られている。

　助けてくれたのはカミーユだった。

「カミーユ様……」

　疑っていた自分が恥ずかしい。

　駆け足でカミーユの傍に向かう中、彼女の後ろにまた新たな影が出現しルチアは声を上げる。

「カミーユ様、後ろ！」

「――!?」

　ブン、と振り落とされた腕を間一髪でカミーユはかわす。

「邪魔するな！　カミーユ！」

「フィクトル様？」

　カミーユに後ろから殴りかかろうとしていたのは、フィクトルだったのだ。

　カミーユは体当たりでフィクトルを倒しにかかる。

「くっ……てめぇ！　女みたいな身体のくせに！　私に敵うと思うのか！」

「襲ってきた時ともう、違っている！　同じと思うな！」

　言い合いながら床に転がり、互いに互いを殴り合っている。

　ルチアは何が何だがわからず、おたおたしながらカミーユに助太刀できる武器はないかと探す。

　どう見てもカミーユの方が劣勢だ。

「ルチア！　逃げて！　逃げるんだ！　ここにいてはいけない！」

「で、でも……カミーユ様は!?」

「僕のことはいいから！　逃げて！　二人に襲われていいのか！」

　カミーユの言葉に、ルチアは庭側から弾けるように飛び出す。

　素足だが必死だ。とにかくテオドルスとフィクトルから逃げなくては。

　今夜、自分を襲うつもりだったのだ。あの二人は。

　示し合わせたのか、偶然かはわからない。

　穢して、自分たちのこの島に閉じ込めようとして意見が一致したのだろう。

（どうして？　どうしてなの？）

　意味がわからない。

　ただ一つわかることは、母が一年間この島に滞在して、そこで何かが起き、自分が生まれたということだ。

　そこに自分が危機的状況にいる要因がある。

　混乱の中、気がつけばメタセスィスのいる平屋に辿り着いた。

　彼に助けを求めた方がいいのか悩んだ末、そうしようと決める。

　フィクトルとの仲はよくないが、カミーユとは仲がいい。

　理由を話せばきっとカミーユと同じように、逃げる知恵を貸してくれるはずだ。

「メタセスィス様、起きていらっしゃいます……？」

　扉を叩く。

　すると殊の外早く、扉が開いた。

「君か。椿が騒ぐから何事かと思っていたら」

　――椿が騒ぐ？

　不可思議な言葉を口走ったが、それを確かめている余裕はルチアにはない。

「お願いします！　しばらく、かくまってください！」

　必死に頼み込む。

「？　誰から？」

「……カロージオ伯とフィクトル様です」

　ああ、とメタセスィスは納得したように頷く。

　かくまってくれる？

　メタセスィスに腕を掴まれ、平屋に引き込まれる。

「まあ、彼らが焦るのも無理はないさ。でも優先順位は守ってほしいな、と思うけどね」

「……どういうことです？」

　もしかして――メタセスィスも？

　ルチアは彼の手を振りほどこうとするが、どこにそんな力があるのかと思うほど、びくともしない。

「は、離して……っ、なぜなの？　なぜ、カロージオ家は私を襲おうとするの？」

「なんだ、まだ何も聞いていないの？」

　メタセスィスの問いに、ルチアは大きく頷く。

「聞こうにも雰囲気的に聞けなくて……。それに無理に聞こうとしたら『あの方から許可を得ていない』と、はぐらかされます」

「そういうことか」と納得すると、メタセスィスはルチアを、以前、お茶をした談話室に通す。

「適当に座って」とルチアを促すと、メタセスィスが先に座る。

　ルチアはかくまってくれるというよりは、普通に中に招き入れたような彼に疑問を持ちつつ、対面の椅子に座った。

「……」

　背もたれに身を預け、足を組むメタセスィスの姿は威風堂々として、王者の風格さえ感じる。

　どうしてだろう。

　今夜の彼は、今まで見てきた彼と違うように感じた。

「二人はここにはやってこないよ。ここまで来るのを椿たちが邪魔をするだろうし」

「椿が？」

　意味がわからず目を大きく見開き尋ねるルチアを見て、メタセスィスは悠然と微笑む。

「テオドルスもフィクトルも、自分たちは人の世に住むための傀儡だと、いい加減気づくべきだね。いい教訓だよ。あの方の意思を直接聞けない、身体を貸せない何も力のない者たちが、我先にルチアを組み敷こうとしたんだから。しかも、島から出る君を説得できず、あまつさえ強引に抱こうとしてさ」

「貴方も私を……？」

　逃げようと立ち上がったが、足が何かに引っかかって動かない。

　足下を見て、ルチアは短い悲鳴を上げた。

　足に根が絡みついている。

「椿の根だ、これは。どうしてかわかる」

　こちらが気づかないうちに捕らえられたショックと、それが地から這い出た人の手の形に見えて身体が震える。

「い、いや……はな、離して……」

　足を動かすと根は細かに分かれ、ますます拘束する。

「座りなよ。大丈夫、ルチアを傷つけたりはしない。貴女は大事な『養分』で次世代の王を産む『種』だから」

　メタセスィスは立ち、泣きながら震えるルチアの肩に手を当てゆっくりと椅子に戻す。

「真実を知りたいんでしょう？　なら、僕が教えてあげる。『椿の王』の『代弁者』として」

　メタセスィスはそう言うと微笑んだ。

　まるで、赤い椿が咲いたように――

















第五章












　この島がカメリア島と言われるのは、昔から椿が多く自生しているのに由来する。

　どのくらい昔なのか、などわからない。

　ただ、およそ樹齢千年は越えているだろうという大輪の椿が咲く巨木が、島を支配するように鎮座しているということは確か。

　周辺の島に住む民たちはこの島を『精霊の島』と呼び、どの島より面積が広く住みやすかろうと思っても、恐れ、近寄ろうとしなかった。

　そんな島に上陸した者がいた。

　当時の王から海に浮かぶ島々と港のある領地を下賜されたカロージオ辺境伯、血の繋がりからしたらテオドルスの高祖父だ。

　大木に咲く大輪の椿を見て、高祖父は思いついた。

『椿油を精製しよう』

　通年花を咲かせ、実を落とす珍しい種。商売に利用しない手はない。

　高祖父の思惑は上手くいく。

　この島に自生する椿の種で作った椿油はどこのものより甘く香り、人を美しくさせる。

　瞬く間に売れ、一時期生産が追いつかないほどになり、価値が上がる。

　高祖父はわずか五年ほどで、国屈指の資産家にまでのし上がった。

　しかし――それに怒りを露わにしたのは、カメリア島の椿の精霊たちだった。

『精霊の島』と呼ばれるのは、単なる通称ではなかったのだ。

　子孫を増やすための種を奪われ油を搾り取られ、痛みに悲鳴を上げる子供たちを見て、大木の椿である『椿の王』は怒り、高祖父に罰を与えた。

『我が子たちを絞り姿を変えさせ、自分たちは富と栄誉を欲しがるというのか。これ以上は許さぬ』

　と、椿をサザンカに変化させてしまう。

「たかが椿」と高祖父は最初、歯牙にもかけなかった。

　サザンカも精油が採れないことはないから。

　しかし、目に見えて採取量が減り、しかも質が悪い。

　人は買い求めなくなり、瞬く間に事業が傾いてしまう。

　高祖父は椿の王なる椿の大木の前で謝罪し、取引を持ちかけた。

『王の子らである種を採取する代わり、我々の一族の女性を捧げよう。我が子と契り、子を成し子孫を増やすといい』

　椿の王は「人の子を抱く」ことに興味を持ち、高祖父の取引を承諾した。

　それ以来、一族に女子が生まれるとこの島に連れてきて、彼女を椿の王や、王の配下の精霊と契りを結ばせた。

　――そうして生まれた子らは人の姿であったり、椿の種であったりした。

　椿の種は、この島に埋められて椿として育つ。そう、意思を持つ椿の樹として。

　人の姿で生まれた子は人として育ち、カロージオ家一族の責務を負う。

　女子が生まれれば、年頃になるとカメリア島に連れてこられて契り、子を成す役割を背負うのだ。

　そうして生まれた子の中でも、甘い香りを発する子が素晴らしいとされた。

　人の形を持ちながら椿と同じように匂い、蜜を出すからだ。

　たまに――サザンカの種が生まれることがある。

　その場合、椿の接ぎ木を施せば椿に変化する。






　メタセスィスの話を聞き、ルチアの身体は震えっぱなしだった。

　ここの椿には精霊が宿っている。

　それだけじゃない。

　人と契って生まれた椿の種は植えられ、島に生えて留まる。

　――人の意思を持ったまま――

（これだったんだわ……いつも見張られている感覚がしたのは。気のせいじゃなかった）

　カメリア島の椿たちは精霊と交わり、カロージオの血を引く椿が繁栄のために花を咲かせ続け、実を落としていたのだ。

「では、私は……？　もしや母がカロージオの人間だった？　それとも……」

　それ以上、自分の口から聞くのを憚られた。

　怖い。

　母がカロージオの人間だったら、ルチアにはこの島に生息する椿たちと同じ血が流れ、どれかが自分の父親ということになる。

　それだけじゃない。

　メタセスィスが言うことの全てが真実なら、彼もカミーユも、フィクトルもテオドルスも皆、椿たちと同じなのだ。

　ただ人の形をした『椿』。

　そして自分だって、その一人かもしれないのだ。

　それが一番怖い。

　この体臭はその証だと、身体の奥で誰かが語りかけている気がする。

「ルチアの母親は一族の人間じゃないんだ」

　とメタセスィスは肩を竦めた。

「僕らの祖父の代で早速、問題が起きた。女の子が生まれないのさ。人の形をして生まれる子は全て男。男では椿の王は納得しない。なんと言っても子を孕む機能がないからね。仕方なく再び交渉して契約を結び直したんだ。『一族以外の女でもよし』と」

「そうして連れてこられたのが……私の母？」

　そうだよ、とメタセスィスは白椿が咲いたように笑う。

「事業に失敗し、特に困窮していた貴族に交渉した。貴族で一番屈辱なのは爵位を売ることだ。そこまで切羽詰まっていたルチアの育ての父親は、自分の妻に頭を下げてカメリア島に行ってもらったわけだ。貴女の母親も覚悟の上だったわけ」

　母が一年ここにいた理由がわかった。

　メタセスィスの話は淀みなく続いていく。

「そうして生まれたのが貴女だよ――ルチア」

　ルチアは頭を振り、気を失いそうになるのを必死に堪える。

　テオドルスが自分の父親ではない、と言っても本当に違うのかルチアは疑っていた。たとえ寝ているときに襲われかけたとしても、彼の話を聞くまで『もしかして』と思っていた。

　けれど、事実はもっと奇異で恐ろしい内容だった。

「わ、私は……母と人ではないものとの間に生まれた子……嘘、嘘よね？」

　メタセスィスに無理に笑顔を見せ震える声で「冗談よね？」と聞き返す。

「何を恐れることがあるの？　テオドルスだってフィクトルだってカミーユだって僕だって、精霊と契って生まれたんだよ。ただ人の血が濃いのさ。僕だけは稀でね、人の姿をしているけど精霊の血が濃いんだ」

「みんな……みんなそうなの……？　嘘……」

「違うのは僕とルチアは椿の王から生まれて、あとは精霊たちの子種くらいかな。でも、椿の精霊なんて皆、椿の王の子だから」

　平然と言ってくるメタセスィスを、信じがたい眼差しでルチアは見つめた。

　どうにか気を失わないでいるが、衝撃が強くて目眩がする。

「母は……産んだばかりの私と一緒に、この島を出たのね」

「うん。生まれた子は置いて島を出るよう言ったんだけど、頑なに拒絶したんだって。『島を出るなら娘も』ってさ。島以外の世界を見せて育てたいという願いを叶えてあげたんだって。『その代わり、年頃になったら娘を引き渡せ』と約束をつけてね」

「……お母様」

　母の顔を思い浮かべ、目に涙が溜まる。

　母は、自分がどんな血を引いていようが愛して育ててくれた。

（だからカメリア島に行く時に、あんなに泣いてらしたんだわ）

　今生の別れになるだろうと、抱き締めて泣いてくれたのだ。

　父の態度も腑に落ちた。

　自分と血の繋がらない娘だったからだ。

　それでも手元に置いて育ててくれたのは、抱えていた借金を全て返済できた上に、事業をやり直す資金まで調達してくれた母に対する、感謝の気持ちからだったのかもしれない。

（私は……これからこの島に閉じ込められて、椿の精霊と契るの？）

　怖い、とてつもなく。

　想像もつかない恐怖に身を包まれる気がする。

　ルチアは自分で自分の身体を抱くように腕を回し、震えを抑えていて――ふと気がついた。

（カミーユ様は……？）

　カロージオ直系にカミーユという女性がいるじゃないか。

　なのに、なぜ？

　カミーユにも秘密があるのか？

　抱き締められた時の、あの力強さと手の大きさ。

　そして――思い出した。

　自分を逃がすためにフィクトルと乱闘をしていた。

　普通の女性なら、成人した男性に武器も持たずに一人で挑むなんて無理だ。

　まさか、とメタセスィスにカミーユのことを尋ねる。

「カミーユ様がいるのにどうして……？　カミーユ様は、本当は女性ではないのですか？」

「あれだけくっついてれば、やっぱり気づくよね。もう女の格好をさせるのも女の代わりをさせるのも限界だもんね」

　メタセスィスは、さもおかしそうに笑い出す。

「まったくさ、男のくせに女の成りをさせられて。しかも社交界デビューまでするなんて！　君を誘い込むためとはいえ、そこまで言いなりになってさ」

「どうして？　……私を誘うだけのために、女の成りをしていたんですか？」

「そんなことはないよ。ただ精霊の血を引いた人は『繁殖』するために定期的に発情するんだよね。耐えられそうもない強い飢餓感があるんだ。それを慰める一人なんだよ、彼は」

　――慰み者の一人。

　直系ほど濃くなくても、精霊の血を引いている親族だっているだろう。

　一族の発情を発散させるための一人だというのか、カミーユは。

（おかしい。おかしいわ、カロージオ家は……）

　富と栄光のために人ではないものと契り、それを継続させるために人の道から外れた生活をして、闇を憩いの園にしているなんて。

「さて、ルチアはどうする？」

　メタセスィスは鷹揚に笑いながら立つと、ルチアに手を差し伸べる。

「誰と契りたい？　いきなりで驚いたと思うけど、今はもう落ち着いてるでしょ？　テオドルスでも大丈夫じゃないかな？　それともフィクトルにする？　カミーユ？　それとも――僕？」

　ルチアはいやいやと首を振る。

「それとも外にいる精霊と契る？　毎回違う相手だって、一度に複数だって構わないよ。皆、血は繋がっているもの。言っとくけど、拒否権はないよ。だってルチアの中にも椿の王の精が流れているのだから、逃れられない」

「……嘘よ、わ、私は普通の人間だわ……っ！　この体臭だって生まれつきのものだけど、椿の匂いとは関係ない！」

　そう叫ぶのに、心の中では認めている自分がいる。

　やはりそうだったのだと。

　自分はカロージオ家の人間と同じように、生まれながらに椿に囚われているのだと。

　それを認める方が楽だと――言っている。

「ルチア」

　メタセスィスが近づいてくる。

　ルチアは、足を椿の根に絡みつかれ逃げられない。

　懸命に足を動かし、根を引きちぎろうとしたが無駄だった。

「無駄な抵抗だよ。ルチアのお母様は話のわかる人だったそうだよ？　まぁ、そうでなければ人以外と交わったりはしないか」

　満足げに口角を上げ、メタセスィスはルチアを引き寄せる。

　それに賛同するように根が外れた。

「や……めて……っ、お願い……」

　ようやく許しを乞う言葉を出せたが、メタセスィスは構わずにルチアの背中や尻を撫でる。

　怖いのに突き放すことができない。

　メタセスィスが触れた場所から、体内に根が張っていくような感覚にルチアは震えた。

「ルチア、僕と契ろうよ。フィクトルもカミーユもテオドルスと婚姻した女の腹から生まれたけれど、僕は少々違うんだ」

「違う……？」

　先ほど「人の成りはしているが精霊の気の方が強い」と話していた。だからフィクトルやカミーユと比べて、髪や瞳の色など、容姿も人とは違うところがあるのだろう。

　けれど自分は白皮症だと話してくれた。それは人に出る稀な症状であり、決して精霊と契った証ではない。

「貴方は……確かに人と見た目が違うかもしれないけれど……決して人ではないわけじゃないわ……」

　ルチアの精一杯の抗弁だった。

「へぇ」とメタセスィスは、驚いたように赤い目を大きくして朗笑する。

「そう言ってくれたのは二人目だよ。一人目はカミーユだけど。でも、僕は自分が精霊寄りだということに哀しんでいないし、それが僕にとっての普通だから」

「メタセスィス……でも」

「僕はね、確かに貴女たちと同じように人の腹から生まれた。――けど、『種』だったんだ。僕は。人の形で生まれてきたんじゃないんだよ。それは大きな『種』を産んでそれが割れて僕が生まれたんだ」

「……っえ？」

　今度は、ルチアが目を大きく見開いた。

　種を産んだ？　それも大きな種？

　意味がわからず、ルチアはメタセスィスを凝視する。

　メタセスィスは嬉々として、ルチアに話し続ける。

「椿の王や精霊たちと契ると、人か種を産むと話したよね？　今までは本当に普通の種を産んでくれたんだ、カロージオの女たちは。でも、テオドルスの妻は違った。赤子ほどの大きさの種を産んだのさ」

「それが……メタセスィス、貴方……？」

「僕は椿の王の指示で彼の隣に埋められて――発芽したんだ、人の形で。僕を産んだテオドルスの妻はさすがにショックを受けたんだろうね。少しずつおかしくなって、衰弱死してしまった。」

「そんな……」

　椿により近い形で――

　メタセスィスは自分の出生を誇らしげに話す。

　本当に誇らしいのだ、人の姿で歩け、喋れる『椿』ということが。

　傲慢な王のような笑みを浮かべ自分を見つめる彼は――先ほどから名の上がる『椿の王』そのものに見えた。

　メタセスィスの世界はルチアのいる世界と地続きのはずなのに、異世界のようだ。

　この世とは違う観念と常識を持っているのは間違いない。

　それがルチアには恐ろしい。身体の震えはいまだ止まらない。

（怖いのに……）






　――惹かれる。






　胸の鼓動は早鐘を打ち、恐怖を煽っている。

　逃げ出したい衝動に駆られているのに反面、ここにいたいとも思う。

　彼の腕から逃れたいと思っているのに、絡みつかれたまま埋もれていたい。

（どうしてなの？）

「ルチア」

　顎に手をかけられ、顔ごと引き寄せられる。

　メタセスィスの白い顔が近づき、赤い目が弧を描いた。

「ルチア!!」

　自分の名を呼ぶ、カミーユの声に我に返る。

「ルチア！　ここにいるのか!?」

「カミーユ様！」

　声に導かれ、ルチアも声を上げた。

「あ～あ、来ちゃったよ」

　メタセスィスは残念そうに言うと、ルチアから離れた。

　扉が乱暴に開け放たれる。

「ルチア！」

「カミーユ……様」

　カミーユの姿にルチアは一瞬、呆然として「そうだ」と思い出す。

　カミーユは男だったと。

　シャツとズボンという簡素な姿で、いつもは美しく結わいている黒髪は簡単に一つにまとめてある。

　それだけで『男性』とはっきり認識できた。

「メタセスィス……っ、ルチアをどうする気だ！」

　近づきながらくってかかるカミーユの声は、男性のものだ。

「何も。ただあともう少しでいいところだったのにな。もっと遅い登場だったらルチアは僕に落ち――っ」

　瞬間だった。

　カミーユはルチアをメタセスィスから引き離すと、彼の顔めがけ拳を振った。

　よたつき、そのまま長椅子に倒れ込むメタセスィスにカミーユは、

「彼女の意思を操るな！」

　と怒鳴る。

「……ったいなー、そんなことしていないよ」

「嘘を吐け！　ルチアの様子がおかしかった！」

　メタセスィスは、殴られた頬を擦りながら起き上がると呆れた風に口を開く。

「『様子がおかしい』？　それは違うな。ルチアの持つ椿が咲き始めたのさ」

「おかしな言い方を――ルチア、行こう」

　カミーユはルチアの手を取ると、メタセスィスの平屋から出ていった。

















第六章












　カミーユがルチアの手を引いて夜の島を歩く。

　彼も島を歩くのは慣れているのだろう、特につっかけることなく進んでいく。

　だが、向かう先は屋敷でもないし波止場でもない。

　カミーユのいつもと違う強引さに面食らっていたルチアだったが、少々不安になってきて尋ねる。

「カミーユ様、どこへ？」

「離れがある。万が一のことを考えて鍵を変えておいたんだ」

　案内された場所には、円筒形の建物が建てられており、屋根は半円を被せたような丸い形だった。

　壁は島の道を造る煉瓦と同じものを使っているようだ。

　見た目は、とても可愛らしい。

　それにこの建物の周囲にはサザンカと普通の落葉樹などが植えてあり、ルチアはホッとする。

　どこを向いても椿がある島で、メタセスィスから話を聞いたあとのルチアには、今まで以上に椿に嫌悪感を抱いてしまったから。

（……私の体臭も）

　ここにいる椿たちと同じ香りだと――最初は植物の香りと同じと安堵したのに。

「入って」

　カミーユに言われ、中に入る。

　生活に必要な物は一通り揃っているように見えた。

「ここは何に使われているのですか？」

　ルチアの問いにカミーユは、整えられた寝台の端に座りながら憂鬱そうに息を吐く。

　答えるのが嫌そうに見え、ルチアは、

「ごめんなさい。言いたくなかったら無理に言わなくてもいいんです。でも、これだけは言わせて。危ないところを助けてくれてありがとうございます」

　と頭を下げた。

　カミーユは驚いてしばらくルチアを見上げていたが、決まりが悪そうに目を逸らす。

　しばらく合わせた手を忙しく動かしていたが、思い切ったように口を開いた。

「僕のこと、聞いてるよね？　メタセスィスから」

「……はい。こうして男性用の服を着ているカミーユ様を見ていると、本当に令嬢たちの憧れの的であったカミーユ様なのだろうか？　と……ちょっと混乱しています」

　カミーユは盛大な溜め息を吐き、手を後ろにつく。

「もっと聞いてるでしょう？　僕が一族の……慰み者の一人だと……」

　ルチアは「はい」としか答えられない。

「ここがその慰み部屋なんだよ」

「――っ」

「屋敷内でしたくなくてね。我が儘を言ってこうして建ててもらったんだ。目に触れるのを最小限にしたくて。だから周囲に椿もないだろう？」

　そうか、カミーユの願いを聞き入れたからこそ周囲に椿がないのか。

「人だけでなく椿たちにだって見られたくはない。ただの性欲の発散のために徒に抱かれている姿なんて……だけど、それももう終わると思った。君が社交界デビューすると聞いて。やっと、やっと、本来の姿に戻れる。ルチアをこの島に連れてきたら、もう僕は人なのに椿のように種を増やしたい欲求にかられ、本能のままに襲ってくる一族の男たちに抱かれなくて済む――必死だったよ。どうやって君に近づこうか、どうやって仲良くなろうか、そればかり考えて……でも、君とはあっさり仲良くなって……最初はね、安堵したんだ。『よかった、思ったより上手くいった』『今まで女として社交に出されていた苦労が報われる』と」

　なのに――と、カミーユは顔を手で覆う。

「今は君をこの島から逃がしたい！　おかしな誓約に縛られた一族から、恐ろしい精霊の島から……！」

「カミーユ様……！」

　ルチアはカミーユの前にしゃがむと彼の手を取る。

　どうして気づかなかったのか。

　細身で中性的ではあるが、手の大きさや首の太さは男性のそれだ。

　思い起こせば女の姿をしていた彼は、男性的な部分を隠すようなドレスを着て、極力触れられるのを避けていた。

　ただ警戒心が強いというだけではなかった。

　男と気づかれないようにしていたのだ。

「ごめんなさい……！　もっと早く気づくべきでした！　貴方の正体も、貴方の気持ちも！」

「いや、いいんだ。確かにルチアになら気づかれてもいいとは思っていた。こんなに惹かれるとは思ってなかった。貴女の僕を見る眼差しにどれほど胸を焦がし、痛んだか……！　でも、僕は……君に恋心を抱いてはいけないと……、そんな資格はないと……」

「なぜです？　素晴らしい方です。短い間でも知ることができました」

「僕の話を聞いただろう？　僕の身体は汚れている。それに……もっと生まれながらに罪深いんだ、僕は」

「そんなこと、ありません！　カミーユ様は清らかなままです！　この島と一族が異様だとわかるのですから、なんの穢れもありません！」

　ただ一生懸命だった、ルチアは。

　このままだと彼は、いずれ自ら命を絶つかもしれないという危機感を覚えたから。

　カミーユは、それほど思い詰めた顔をしてルチアに告白していたのだ。

　自ら『死』を願う、深い闇から救い出さなくては、と。

「……ルチア。僕にはそもそも君を愛する資格はないんだ」

「カミーユ様？」

　カミーユは自分の手を握るルチアの手を握り返す。

　見つめてくる瞳には、哀しみが混じった弱々しい光がチラチラと見えた。

「誰にも話したことはない。これは僕と亡き母しか知らないことだ。君に話していいだろうか？」

「私でよければ」

　哀しみを共有できれば、少しはカミーユの心の重荷が軽くなるかもしれない。

「すまない。ルチアこそ、自分の生まれた経緯を知って衝撃を受けているはずなのに……」

「カミーユ様は最初から私の生まれた理由をご存じでしたのですよね？　けど、こうして変わらずに、いえ、それ以上のことを私にしてくださっている。そして意に沿わない契りをしようとする者から私を助けてくださった。……それだけでもう私自身、救われたんです」

「ルチア、貴女は……」

　言葉に詰まるのか、カミーユはルチアの手を握ったまま口を震わせている。

　ようやく落ち着いたのか、いつもの笑みを浮かべてくれた。

「……貴女はきっと誰からも愛される。そんな慈愛の人だ」

　ルチアは彼の言葉の通りに、愛を籠めて微笑んだ。

「ルチア、僕は……カロージオ家の血を引いていない。母は島から出ている間に他の、まったく関係のない男性と関係を持って身ごもった。それを隠し、島に戻ったときにテオドルス・カロージオと契り、子ができたと申告したんだ」

　――えっ？

　さすがにルチアも驚く。

　確かにテオドルスと似ていないと思ったが、カミーユの兄フィクトルと顔が似ているから、なんの疑問も持たなかった。

　どちらかと言えば「カミーユは性別を騙しているかもしれない」と薄々感じていて、そちらに気が向いていたから余計にだ。

「兄も僕も母親似だから、テオドルスも僕自身も疑問を持たなかった。それを知ったのは僕が一族の慰み者の一人に決まったときだった。母が女の格好をした僕を抱き締めて口走ってしまった」






『なんていうこと。こんなことをさせるために、あの人と通じ合ったのではないのに』






　と。

「『あの人って誰？』と聞いた僕に、母はつい声に出してしまったことに気づいたのだろうね。母は『絶対に他の人に話してはなりません。そうしたら私もお前も破滅ですからね』と恐ろしい形相で真実を語った。女子が欲しくてもフィクトルを産んで以来、妊娠の兆候がないままで母は焦っていたという。テオドルスも自分に冷たい、と悩んでいた母は島から離れて社交界に出ている間に幼馴染みと再会した。懐かしい話をしているうちに一線を越えてしまったそうだ。他の子種なら産めるかもと思ったのだと。実際そうで、僕のあとにメタセスィスを産んでいる。……色々あって精神に負担がかかりすぎたのだろう、亡くなってしまったけれど」

　カミーユは、カロージオの血を引いていない。

　ということは、椿の精霊たちの血を引いていないと言える。

「カミーユ様が血を引いていないということは、その……ここの椿たちは知っているのでしょうか？」

　カミーユは首を横に振る。

「いや、多分知らないと思う。でも『椿の王』の前に出たらわかってしまうかも」

「その『椿の王』というのは何者なんですか？」

　樹齢千年はあろうかという大木の椿と言うが、ルチアはこの島に来て見ていない。

　それほど年を経た樹木ならその通りの大木であろうし、この小さな島ならどこからか見えるのではないだろうか？

　けれど、案内もされなかったどころか、見渡してみてもどこにあるのかわからない。

「椿の王は、波止場の反対側にある洞窟にいる」

「洞窟に？　洞窟って日の光の入らないジメジメした場所だとイメージするけれど、そんな場所に大木になるほど育つ椿があるんですか？」

「洞窟、と言っても竪穴でね。自然の大きな落とし穴という場所と言った方がいいかもしれない。上が広く空いていて、日の光を受けているんだ」

「そんなところに椿が……。それが椿の王」

「もう少し過ごしてもらったら、ルチアをそこに案内するつもりだったと思う。僕は素性がばれてしまう可能性があるから行かなかっただろうけど」

　椿の王――いったい、どれほど大きな大木なのだろう。

　これが単なる観光名所の一つであったなら、ぜひ行ってみたいが、そんな楽しい場所でもなければ、心華やぐような状態でもない。

「……本当に、私は椿の精霊たちの血を受け継いでいるの……？」

　自分は半分、人ではない。その事実を受け入れられない。

「ルチア、自分をよく見て。どこか人と違う部分はその香る身体しかないだろう？　人にだってそういう特徴を持つ人は大勢いる。その人たちとルチアは何も変わらない。同じ『人』だ。人として生まれたのだから、今まで通り生きていていいんだ」

「カミーユ様……」

　今度はルチアが泣いてしまう。

　メタセスィスから怒濤のように事実を聞かされて混乱していた頭が、ここに来て整理されて――しかし冷静になっても、到底受け止められる内容ではない。

「こんな……どこかの民話とか精霊伝説とかに精霊と契った話は友人と『おとぎ話』として面白おかしく語り合ったことはあったけど、現実にあるのかと思うと……恐ろしいわ、とても。しかも自分がその一人なんて……いやよ、嫌……っ！」

　冷静に受け止めても、また衝撃の波がルチアの感情を掻き回し、襲ってくる。

　半分、人ではないという事実。

　そして、この島にいる椿を含む何者かと契らなくてはならない運命。

「嘘でしょう！　嘘よね？　これは夢、夢よね？　ねえ、カミーユ様！　ああああ――っ！」

「ルチア！」

　たがが外れかかったルチアの目に、狂気の光が宿ったその時、カミーユの胸の中に抱かれる。

「ルチア、ごめん、ごめんね……！　貴女にとって辛い旅行になってしまった。もう少し大人に、いや、ずっと見過ごしておけばよかった。人間社会の中で生きてきたルチアには、この現実は厳しすぎるとわかっているのに……」

「カミーユ様……怖い。怖いの、私……。これからいったいどうなってしまうの？　お母様のようにこの島の椿たちに抱かれて、種を産まなくてはならないのですか？」

　カミーユのルチアを抱く腕に力が籠もる。

「そんなこと、させない……。たとえ、椿の王でも……ルチアを繁殖の道具には使わせない……！　愛してしまったんだ、君を。だから、きっと助けるから……一緒に逃げよう！」

　カミーユの手がルチアの頬をとらえる。目が合った刹那、唇が重なる。

　互いに貪るように唇を奪い合い、身体を擦り合う。

　服の上から撫でる手は激しくて、破けてしまうかもと思うほどだ。

　けれど二人にはそんなことなど、どうでもよかった。

　自分たちは人だと証明し合うように、互いに唇の熱を吸い合う。

　唇同士が隙間なく重なり合い、啄み、吸い、離され、また角度を変えて貪り合い、さらに深く繋がる。
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　初めて情熱を向けられた口づけに、ルチアは勝手がわからず呼吸をするのに口を開き小さく喘いだ。

　そんなルチアを見計らったのか、カミーユは開いた口にかぶりつき舌をねじ込む。

　肉厚な舌が口内を蹂躙し始め、ルチアは身体を震わせた。

「っ……んんっ……うんっ……」

　歯列がなぞられたあとに上顎を舐られる。

　くすぐったいと思っていたその行為はすぐに甘い疼きをもたらし、背中から腰にかけてゾクゾクとした感覚が生まれた。

　ルチアはキスから全てが初めてで、どうしていいかわからずカミーユの肩をぎゅっと握りしめた。

　彼女の怯えを悟ったのか、カミーユは唇をゆっくりと離しルチアを覗き見る。

　見つめ合う二人だったが、明らかに普通と違う。

　息が上がり顔は赤く色づいていた。重なり合う寸前の距離まで近いせいか互いの吐息がかかり、それが熱い。

「……いやか？」

　そうカミーユに問われ、ルチアは「いえ」と首を振る。

　いやじゃない、カミーユ様なら。

　男だったらいいのに――心のどこかでそう思っていた。

　そうして、ルチアの願い通りカミーユは男だった。

　これがいつも通りの日常ならルチアは喜びを隠しきれず、身体中で表現していただろう。

　けれどこの「いつどこで自分は攫われ、誰かに襲われるかわからない」という非日常の真っ只中で彼女が今、欲しているのは『安心できる温もり』であった。

　この恐怖を分かち合い、逃れたかった。共有できるのはカミーユただ一人なのだ。

　拒絶しないと確認したカミーユは、再びルチアの唇を塞ぎ、口の中を舌で愛撫する。

　疼きが強く出た上顎はもちろん、舌同士絡ませ擦り、ときには吸ったりとルチアの口の中を弄ぶ。

　口だけの行為なのに身体が反応する。

　徐々に疼きも強くなり、下腹部がキュンと切なく鳴く。

　これが快感というものなのだろうか。

　それが何なのか徐々にわかってきたルチアは、その疼きを受け入れ始めた。

　不思議なことに、納得した途端に先ほどより身体が高揚して強く感じてきた気がする。

「……んぁ、ぁあっ……ん」

　はしたない声が止められず、口を塞がれても漏れてしまう。

　恥ずかしくてどうしていいかわからないのに、一方ではこの触れ合いを止めたくない。

　カミーユの肩に縋りついて、彼から与えられる激流のような愛撫を受け止め続ける。

　カミーユの方は、受け入れようと必死になっているルチアを労るように彼女の頭を撫でた。

　ゆっくりと額から後頭部にかけて何度も。

　そのうちそれが頬に下り、首筋を撫で、胸元に辿り着く。

　二つの膨らみを避けるように鎖骨やその周辺を撫でられて、ルチアの緊張はますます高まった。

　友人たちから聞くのろけ話や小説に書かれていたという話から、ある程度の知識はあるルチアだが、表面上のことしか知らない。

　この先どうするのか。どうなるのか、なんてわからず期待と不安でいっぱいになった。

　けれど、変に身構えたり、はぐらかしたりしたくない。

　この島から逃れる手立てがわからない今、自分が心身共に許せる相手はカミーユしかいない。

「彼といる」という選択肢を選んで、ルチアは必死だった。

「……っあ、あっ……ぁ」

　衣服の上から乳房を掴まれ、形と柔らかさを確かめるようにゆっくりと揉まれる。

　自分の身体を誰かの手で弄ばれるという初めての感覚にルチアの背中はゾクゾクし、その中に微かな快感が生まれてきた。

　徐々に硬さを持ち始めた胸の頂に、彼の手が触れたり衣服が擦れたりするとそれが顕著になる。

　曖昧だった快感が膨れ上がり、ルチアは熱い吐息を漏らす。

「ルチア……」

　唇が離れ、カミーユが熱っぽく囁く。

　まるで媚薬のようで、ルチアは腰がくだけて寝台に座り込んだ。

　カミーユは女性の服の構造など知り尽くしていて、簡単にルチアの衣装の釦を外し肩を露わにした。

　隙間から見え隠れする胸の谷間の隙間に指を差し入れる。

　中でプックリと勃ち上がった頂は、いとも簡単に指先の餌食になる。

　指の腹で撫でられたり擦られたり、また押しつぶされたり弾いたり。

　ルチアはその度に、あられもない声を上げた。

「あっ……ん、ぁ……はぁ……っ、あ、ああっ」

「気持ち好い？」

　はっきりと言葉にしたらはしたない、きっと。そう思いルチアはただ、言葉にならない言葉を発し、濁した。

　けれどカミーユはルチアの感覚を知りたいのか、答えを教えてほしいといわんばかりに頂を人差し指と中指ではさみ上げ擦る。

「ぁあっん……っ、ンやぁ……んっ」

「気持ち好いなら気持ち好いと言って。でないとわからないんだ、僕は。……女性を抱くのは初めてだから」

「カ、カミーユ様、ぁあっ、き、気持ち好い……んだと、お、思います……っ。私も初めてなんです。こういうこと、されるの……っ」

　ルチア、と呟かれ、ちゅっ、と首筋にキスを落とされる。

「言ってほしい。そうでないと……欲望に任せて思いのままに抱いて、ルチアを滅茶苦茶にしてしまいそう」

　掠れた声は、切羽詰まっているようにも聞こえる。

　それほど愛してくれているのかとルチアは嬉しくなった。

　恥ずかしいけれど、言葉にしないといけない。

「カミーユ様になら、どこを触れられるのも嫌じゃありません。……だから……思うようにしてください」

　ただ手を繋いだり抱き締め合ったりするだけでは得られない温もりと安心感、そして快楽が欲しい。

　今は、肌と肌の重なり合いが欲しい。

（――どうして？）

　自分は、こうも積極的だっただろうか？

　きっと今の緊迫感が、自分をそうさせているのだと勝手に納得する。

　カミーユがカロージオ家の者ではない、という実感が欲しいのかもしれない。

　ルチアは強くカミーユを抱き締める。

「いいんです、カミーユ様なら。滅茶苦茶にされたって構いません」

「ルチア……！」

　カミーユは己の欲求に突き動かされたようにルチアの名を呼ぶと、首筋や鎖骨、胸元に口づけを落としていく。

　どんな形でもいい。カミーユを選んだ自分の判断は正しいのだと、確かな所有の証が欲しい。

　――椿たちが手を出せなくなるような、そんな。

　カミーユは性急にルチアの衣装を脱がす。簡易的なコルセットとシュミーズの姿になった彼女をベッドに押し倒し、コルセットを剥がした。

　剥がした瞬間にふるん、とまろみ出た白い双丘に顔を埋めてくる。

「……ひやぁっ、あっ……っぁあ……ん」

　乳房を下から持ち上げ、頂を突き出させる。

　まだ仄かに色づいた頂を口に含ませると、直接舐めてきた。

　舌のざらりとした感触が気持ち好い。

　強く吸われたり、かと思えば頂を舌先で転がすように弄くったり。

　日に当てたことのない柔らかな肌の乳房にとっては、本当なら痛みを感じてもおかしくない刺激だ。

　なのに彼にされると、ルチアの身体は快楽を感じてしまう。

　ルチアの頂はさらに硬く赤みを帯びてきて、まるでザクロの実のようだ。

　カミーユはさらに乳房以外の場所も責めてくる。

　ときおり少し乱暴な愛撫もあるが、それだってルチアには快感に繋がってしまう。

　ただ、自分に夢中になっているカミーユの姿が愛しく感じられた。

　身体の至るところに彼がつけた赤い痕は、自分が自分の意思で彼に刻んでもらった証だ。

　この先きっと、自分の勇気の拠り所になる。

「……カミーユ様」

　下へ下へ向かって身体を貪るカミーユを見下ろす。

　カミーユは愛撫を下腹部へ向けていき、手を脚へと滑らせた。

　太腿から膝に、そしてそこから脛へと下っていく。

　こそばゆい中に沸々と生まれてくる快楽の灯火が、ルチアの息を激しくさせていく。

「はぁ……っ、あっ、ぁあ……」

「気持ちが好いかい？」

「……はっ、い」

　呼気が荒い。ただ脚にキスを落とされているだけなのに、身体中が粟立つほどに快感を味わってしまう。

　いつの間にかシュミーズも脱がされ、カミーユ自身も脱いで生まれたままの姿でいる。

　酷く恥ずかしいことなのに、ルチアは彼の全てを見たくて薄闇の中ジッと目を凝らす。

　それはカミーユも同じらしく、こちらを見つめていた。

「もっと君を見たい……灯りをいいか？」

　ルチアは頷いた。

　カミーユが、寝台脇に設置された小さなランプを灯す。

　設計上、大きい窓はなく、外から見られないように上の位置にある。

　できるだけ人の気配がないようにしたいという、カミーユの配慮らしい。

　小さな灯りはルチアとカミーユだけを微かに照らして、二人の周辺には今までよりいっそう深い闇が生まれる。

　カミーユはこうして見ると、やはり男性そのものだった。

　細身に見えたが、腕の筋肉の盛り上がりや、肩幅、そして首の太さは女性にはあり得ないもので、ルチアは改めて胸の鼓動と共に奥から湧き上がる熱を感じる。

　これは男性の性を改めて知り、目視したことによって生まれた欲情だと気づく。

「綺麗だ……ルチアは綺麗だ」

「み、見ないで」

　カミーユが眩しそうに呟いて、ルチアは恥ずかしさに腕で胸を隠す。

　先ほどまで見られてもいいと頷いたのに、そんなに凝視されるとは思っていなかった。

　カミーユは隠れた胸をさらそうと、ルチアの細い腕を優しく掴み、広げる。

「綺麗だ、本当に。この小さな赤い突起は僕がそうさせたんだ」

　そう言うと、またルチアの乳房の頂を口に含み舌を使って転がす。

　乳輪をすっぽり覆うように咥え、吸われ、歯でコリコリと扱かれて、腫れ上がって赤くなったそこは、先ほどよりもさらに敏感に快楽を拾う。

「ぅうっ、ぁあ……っ、ん」

　ジンジンとする痺れはルチアにはまだ刺激が強く、いやいやと首を横に振った。

　だけどカミーユは、舌で弄ぶ様子を見せつけるようにこちらを見上げ、さらに激しく愛撫を繰り返した。

「は……っあ、ぁあっ、あん……んっ、駄目ぇ……も、もう支えきれない……っ」

　倒れないように手をついていたが、あまりの快感に支えている腕が震えて我慢できない。

「いいよ、寝台に横になって」

「……あっ」

　言うが早いか、ルチアを寝台へ倒しカミーユはルチアの上に乗る形となった。

　少しの間見つめ合うと、彼は滑るようにルチアの身体を撫で、それから腹に舌を這わせた。

　臍の下辺りを音を立てて啄みスゥッと滑らせると、太腿のきわどい部分に辿り着く。

　それだけで痺れのようなものが腰に伝わり、下腹部が切なく震える。

　秘所からはとろりとしたものが滴り、潤いを帯びていく感覚にルチアは驚く。

「カ、カミーユ様……私の下から……恥ずかしいので、どうかいったん、お止めになって」

　ルチアは股を擦り合わせながらカミーユから離れようとしたが、彼はルチアの脚を掴み、許さなかった。

「大丈夫、恥ずかしがらないで。至極真っ当な反応だから」

「で、でも……」

　恥ずかしい。この反応こそが男女の営みに必要だと聞いてはいたが、経験のない自分がもう濡れそぼっている。

　はしたなくてルチアは羞恥のあまり顔を手で覆った。

　けれどそんな彼女の心情を汲むことなくカミーユの指は秘所に伸び、閉じられていた秘裂を割り開いた。

「ぁあっ、カミーユ様……っ、いや、駄目。見ないでください……」

　消え入りそうな声で懇願するが、カミーユはゆるゆると首を横に振る。

「見たい。そして触れたいし。……舐めたい、君の蜜を」

「――んあっ！　んっ……あっん、ぃ、ぃいあぁん……」

　くちゅり、と音を立てて、秘所にカミーユの指が入ってきた。

　粘着した水音が淫靡すぎて、ルチアは恥ずかしさのあまり顔から手を外せない。

　カミーユは羞恥に顔を隠すルチアがそれ以上抵抗しないのを確認すると、もっと奥へと指を挿し入れる。

　中の形を確認するようにぐるりと円が描かれ、入り口を解すように媚肉を擦られ、ルチアの身体は快感と言える刺激にビクビクと震える。

「……あっ、ああ……ぁあっ」

　刺激がカミーユの弄るそこに集まって留まっている。

　初めての感覚に集中しだしたルチアは自然に顔から手を離し、代わりに敷布を握りしめていた。

「気持ち好い？」

「わ、わかりません……悶えるような感覚はありますが……っぁ」

「指では最初、痛いかもしれない」

　と、カミーユは秘所に顔を近づけて舌で愛撫を始めた。

　蜜を舐め、すすり、それから小さな陰核を見つけ舌先でチロチロと突き蕾を出すと、そこをじゅる、と口で吸う。

「ひゃぁっ！　……あ、あ、ああっ！　そこは何？　……っぁ、だ、駄目そこ、だめぇ……っ」

　今までと比べようのないくらいの快感が、一気に身体を突き抜ける。

　強すぎる刺激に身体は跳ね、ルチアは無意識に腰を引いた。

　ところがカミーユは離すまいとルチアの腰を掴み、ますます自分の顔に引き寄せる。

「ひぃ、ん……っ、カ、カミーユさ、まっ……それ、だ、駄目……」

　カミーユの蠢く舌はルチアの秘所の奥、蜜道に入り中から膣壁を舐める。

　その刺激がルチアには丁度よくて、とろとろと蜜が生まれていく。

　鼻先で陰核を擦られて、乳房の頂のように彼によって赤く膨らみを増す。

　刺激が快感となって、カミーユが弄るそこにますます溜まり熱くなってくる。

　チリチリとした痺れも大きくなって、逃すために身体を捩るが、カミーユがそれを許さず、ますます遠慮なく狭い隘路を拡げ、グリグリと舌でこねくり回す。

「ああぁん……っ、んぁ……ぁあ……」

　中が拡げられ、後から後から蜜が溢れ零れ出る。

　きっとたくさん出ている――だって、甘い匂いが部屋中に充満しているから。

　カミーユの舌技と自分から溢れている蜜の匂いに、おかしくなってしまいそうだ。

「凄い……ルチアの中からこんなに甘い蜜が……気がおかしくなりそうだよ」

　カミーユが呟く。

「わ、私も……です」

「もっと、もっと出しておくれ……」

　そう言うとカミーユは、今度は指を秘所に挿し入れ動かし出す。

　舌で馴染んだそこは容易く指を受け入れて「もっと」と蜜を出す。

　快感も強くなり、溜まった熱を逃したくてルチアは腰を動かした。

「カミーユ様、ぁあ、そこ、何か……っ、きそうなんです」

「イキたいんだね。ルチアの身体は凄いよ……僕も、たがが外れそうだ」

　途端、ルチアの中がきつくなった。カミーユの指が増えたのだ。

　それでもすぐに快楽を拾い、刺激に無我夢中になった。

　ぐちゃぐちゃと音を立て、身体をよがらせて喜んでいる自分は、なんていやらしいのだろう、とルチアは思いつつ、この快楽に酔う。

　体温が上がり、しっとりと汗ばみ、淫らな熱が溜まりに溜まる。

　あと少し、あと少しで経験したことのない悦楽を知ることができそうだと、カミーユに甘い声で啼く。

「カミーユ様……っ、もっと……もっと……っ、ぁあああん……」

　ルチアの声に、カミーユは指を引き抜いて上体を起こす。

　指で塞がっていた隘路からよりいっそう、甘い匂いが放出された。

「ぁあ……ルチア……っ。すぐに君の言う通りに……」

　まるで夢の最中にいるようにカミーユは言うと、我慢を重ねて硬くそそり勃った屹立をルチアの秘所に当てる。

　初めて見る男性のそこは、想像以上に奇怪な形をしていた。

　まるで一人の人格でもあるようにヒクヒクと震えていて驚いたが、怖いとは思わなかった。

　それどころか期待している――

　身体が雄を求めている。早く弾けたいと下腹が震えている。包みたいと蜜が呼んでいる――

　カミーユは蜜口となったルチアの秘所に屹立の先を押し当ててきて、少し中に挿ってきた。

「――は、ぁあっ」

　熱い。ほんの先端が入っただけなのに。

　熱さに媚肉が悦び、また蜜が滴り落ちる。

「入るよ」

　カミーユは短く告げるとルチアの上半身を引き寄せ、抱き締める。

　同時に腰を押し当ててきて、熱魂を奥へと挿し入れてきた。

　中から、身体が引き裂かれるような痛みにルチアは顔を歪める。

　隘路を抉るように突き進んでくる熱塊に、耐えることに必死になって息を止めてしまう。

「ルチア……息をして」

　カミーユが息を荒げながらルチアに促す。

　はい、と喘ぐように呼吸をする。すると少し身体が緩んだのか、彼はその隙を狙って一気に奥へ腰を進めた。

「――ぁあっ！」

　瞬間的な激痛にルチアは悲鳴を上げた。

「ごめん。でもゆっくり進むより、一度に奥へ入った方がきっと痛みは少ない」

　切羽詰まった声でそういうカミーユは、痛みで鼻をすするルチアの唇にキスを落とす。

　そうして彼女の身体を抱き締めると、最奥を突いてきた。

　ズン、という衝撃と痛みが身体の芯まで突き抜け、一瞬頭が真っ白になる。

「くぅ……ぅん、うぅ……ん」

　ルチアは痛みを堪え歯を食いしばるも、声に苦痛の色が乗ってしまう。

「ごめん、ルチア。……少しの間、耐えてくれ」

　眉根を寄せ謝ってくるカミーユは、必死にルチアが気持ち好いと感じた場所にキスを落としてくれる。

　痛みが軽減されるように必死に。

　それがルチアにとって、なんとも言いがたい幸福感を与えてくれた。

　彼に大切にされている――喜びで胸がいっぱいになった。

　今まで受け入れたことのないルチアの中は圧迫感で苦しいが、痛みも和らいできている気がする。

　ルチアは「大丈夫」と、カミーユの背中に腕を回し抱き締めた。

「動くけど、耐えきれなかったら言って」

　カミーユが熱い呼気を吐きながら、ゆっくりと腰を動かす。

　誇張した屹立が小刻みに動き、膣壁を擦る。開かれたばかりの身体は軋み、痛みを伴ったが徐々に薄れてきて変わり、ピリピリと中から震えるような快感が生まれてきた。

「……ぁ、ぁあ……あ、ん……」

　擦られるたびに快感が甘く深くなっていく。

　気持ち好さに隘路が蠢き始め、腰がうねる。

　指より舌より質量があり、熱いそれがどんどん大胆になっていき、ルチアは奥を突かれるたびに嬌声を上げるようになった。

　蜜を出し媚肉を震わせ、カミーユの熱魂を締め付け、もっと欲しいと強請ねだっている。

　はしたないと思う余裕さえない。ルチアの身体はただ貪欲にカミーユの身体を求めた。

　パン、パンと肌がぶつかり合う音と、奥を突かれるたびに起きる、意識が遠のくほどの快感。

「もっと……もっと……」

　ルチアは譫言のようにカミーユにせがむ。

　ルチアが強請るたびにカミーユの腰の動きが激しくなり、また、動きも変わる。

　奥へ打ち込むだけでなく、隘路を拡げるように回したり、真っ赤になった陰核を擦ったりしてルチアを悦ばせた。

　嬌声を上げるたびに蜜は零れ、甘い香りを部屋中に放つ。

　自身が放つ甘い匂いとカミーユから受ける快楽に浸る中、ルチアは自分は蜜を出し、蝶や蜂を誘う椿のようだ、と思いふっと笑みをこぼす。

　椿だとて、敷布を濡らすほどの蜜はこぼすまい。

　しかし、この島に生息している椿たちは、この蜜が欲しいのだ。

　新しい仲間を増やしてくれるこの身体が。蜜が。

　そうしてわかった。

　自分の放つこの蜜は、なんでもない普通の男も欲しがるのだとも。

　現にカミーユは余裕をなくし、ルチアの身体の中を何度も穿っている。

　膣壁をゴリゴリと擦り、奥へ何度もぶつけ、ルチアが与える快楽に髪を乱して浸っている。

「ルチア……ルチア……」

「カミーユ様……ぁあ……」

　互いの名を呼び合い、悦楽に没頭する。

　奥を突かれるたびに大きくなっている痺れは、大きな塊になって下腹部に留まっている。

　破裂しそう、そんな感覚は、突かれれば突かれるほど強くなっていく。

　けれど怖いと思わなかった。ただ破裂するその時を待って、腰を振ってカミーユに強請る。

　互いの身体の熱に甘い匂い。

　それらに煽られ、大きく膨らみルチアを追い詰めてきた。

「……っぁあ、はぁあっ……ぁあっ……いぃ……いぃやぁあ……あ、カ、カミーユ……さ……まぁ……！」

　強く腰を打ち付けられて最奥をグリグリと押しつけられると、溜まっていた痺れの塊が一気に破裂した。

　今までもっとも甘やかな喘ぎ声を上げ、ルチアは絶頂を迎えた。

　背中がピンと張り、手足にも力が入る。

　中も痙攣して隘路がぎゅう、とカミーユの熱魂を締め上げ擦る。

　カミーユは締め上げに耐えかねて、小さく喘ぎながらルチアの中に欲望を吐き出した。

　全ての欲望をルチアにと言うように、小刻みに腰を動かし白濁した液を注ぎ込む。

　その小さな動きさえも敏感になっているルチアには刺激で、小さな絶頂を起こして身体をひくつかせていた。

　全てを吐き出して、二人は互いを抱き締め合う。

　互いの熱が冷めても裸のまま二人は抱き合い、一時の幸せを味わっていた。
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「島から出よう」

　カミーユがルチアの頭を撫でながら告げた。

　もう、船がやってくる日になっていることにルチアは気づく。

　けれど――無理だとルチアは首を横に振った。

「波止場に行っても捕まってしまうわ」

「そうだろうね、まともに乗れば。けれど実は別に船はあるんだ」

「えっ？　定期船や椿の種を運ぶ船しかないと話していらっしゃったけれど……」

「緊急用に小舟を用意してあるんだよ。反対側の波止場に」

　まぁ、とルチアは瞳を輝かせたが、すぐに顔を曇らせる。

「反対側と言ったら、椿の王がいるという洞窟が近いのではありませんか？」

「ああ、そうなんだ」

　カミーユが頷く。

「けれど、奴らは土に根を張り移動はできない。逃げ切れれば恐れることはないと思う」

「無理よ、その根は動くの」

「――えっ？」

　ルチアは、メタセスィスの家であった出来事を話す。

　根が意思を持って土から這い出てルチアの足を拘束したことを告げると、カミーユは眉を顰めた。

「そんなことができるとは……化け物め」

「私がでたらめを言っているとは思わないのですか？」

「ここの椿たちは特殊だとわかっているから。決して、ルチアはでたらめなんて言わないことだって知っている」

　そう言いながらカミーユはルチアを引き寄せ、腕枕をする。

「なら、斧が必要だな。できれば火を使いたいが……この建物にあるランプの油だけで足りるだろうか」

「私は何をしたらいいのかしら？」

「ルチアは……そうだな。動きやすい身軽な格好を……確か、男物の服がここに置いてあるはずだから、それに着替えてほしい」

「わかりました」

　カミーユの温もりに包まれながら話していたら、次第に眠気がやってくる。

「少し、ほんの少しだけ眠っていいかしら……？」

「僕も少し寝るよ。目覚めたら、行動を始めよう」

「ええ……一緒に逃げましょう……」

　ルチアは瞼の重さに耐えきれず、すぐに意識を手放した。

　安心の腕の中に包まれながら――
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　――ルチア

　ルチア……






　自分の名を囁く声に、ルチアはゆっくりと目を覚ました。

　ルチアと呼ぶ声が聞こえるのに、呼ぶ者の姿は見えない。

　距離はあるけれど、はっきりと聞こえるのだ。

「誰……？」

　この声の主に会わなくては――どうしてかそう思い、ルチアはベッドから抜けだし、クローゼットから適当な男性用の服を見繕い着る。

　動きやすい服の方がいいとカミーユに助言されたように、シャツとズボンを選ぶ。

　ズボンはブカブカだが紐ベルトで縛って留めた。靴はさすがに男物は歩きづらいので部屋に備え付けられたルームシューズにする。

「……カミーユ様」

　声をかけたが起きる気配がない。

　頬を突いたり、肩を揺らしてみたりと起きるように促してみたが、どうしてかピクリともしない。

　まさか、と胸に耳を当ててみて、鼓動ははっきりしているのでホッとする。






　ルチア

　ルチア






「まただわ……」

　誘うような声音は至極優しく、また威厳に満ち溢れている。

　行かなくちゃ、と心が逸るのに、その反面、恐怖心が湧き上がった。

　それは、自分の名を呼ぶ声の他に聞こえる音のせいだとルチアにはわかる。

　ザワザワと地を這う音は、人が近づく足音ではない。

「何……？　なんなのかしら……？　ねぇカミーユ様、起きてください」

　怖くなって少々乱暴にカミーユの身体を揺らすのに、彼は一向に目覚めない。

　その何かが、建物の壁を這い出している。

「なんなの……？　カミーユ様、起きて！　お願い、起きて！」

　コツン、と別の音が上から聞こえルチアは恐る恐る見上げ、「ヒッ」と声を上げた。

　ここは高い場所に窓をつけている。

　丸い形の小さめの窓だ。

　そこには、今までなかった蔓が張り付いていた。

　それは増えていく、窓から外の明かりをとらせないというように。

「起きて！　カミーユ様！　椿が来てる！　起きてください！」

　椿だ、これは椿の枝か根だ。

　自分の足を捕らえ、逃げられないようにしたものたちだ。

　ルチアはそこでわかった。

　カミーユが目を覚まさないのも。

　自分の名を呼ぶこの声も――

「椿の王……」

　外へ出ては駄目！

　悟ったルチアは、窓を開けて入ってこようとする椿を追い払える武器を探す。

　かろうじて果物ナイフを見つけ、窓に向かってそれを突きつける。

　隙間から、細い糸のような枝が入り、内側から鍵を開けた。

「きゃあっ!?」

　呆気なく窓が開き、そこから入ってきたのは満開の花をつけた椿の枝だった。

　細い太いの関係なく、先を争うように中へ入ってくる。

　こんな小さな果物ナイフなど、なんの役にも立たない。

「いやぁ……っ！　カミーユ、カミーユ様ぁ！」

　ルチアは恐怖に耐えきれず、叫びながらカミーユの名を呼ぶ。

　壁際に背中を合わせ泣きながら逃げる様子を見た椿は、突然その動きを止める。

「……？」

　急にどうして止まったの？　と首を傾げようとした刹那、咲き誇っていた椿の花が一斉にフルフルと震え出した。

　黄色の花粉を散らし部屋中に撒いたのは――

「椿の香り……っ！」

　自分と同じ匂いを持つ椿の香りが、部屋中に充満する。

　なんて濃くて甘いのかと、ルチアは口ごと鼻を手で押さえ嗅がないようにするも、なんの効果もなかった。

「……っあ」

　クラリと目が回る。

　手に持っていたナイフが力なく落ちたが、ルチアはもうナイフを拾う気も起きなかった。

　フラリと身体を揺らすと、覚束ない足取りで扉へ向かう。

「……行かなきゃ……椿の王の元へ……私の本当のお父様……」

　そう言うルチアの顔は恍惚としていた。







◇◇◇◇◇








「ルチア？」

　カミーユが目覚めた時、隣で寝ていたルチアの姿はなく、動揺した。

　どれだけ寝ていたのか、とルチアが寝ていた場所の敷布に触れるとまだ微かに温かい。

　甘い椿の香りに似た彼女の匂いだけは、はっきりと残っているのが不思議だが。

「ルチア！」

　衣服を着ながら部屋中を探し回るが、彼女の気配はない。

　床に果物ナイフが落ちているのを目視して、カミーユは嫌な予感に囚われた。

「外へ出た……？　いや、出された？」

　ルチアが一人で勝手に外に出歩くなんて思えない。

　カミーユは着替えると、使用人が置いていった肩掛けのバッグを見つけ、そこに小型の斧とランプの油、そして圧気発火器を詰め込むと外へ出る。

　彼女がベッドから出る気配にも気づかなかった――自分は、よほど深く眠ってしまったのか。

（起きていればよかった。ルチアを止めることができたのに）

　自分の失態に唇を噛み締める。

　ルチアは椿の精霊の、しかも椿の王の血を引いている。

　島にいれば、容易く意識を操られやすい環境だというのに、それを失念していた。

　まだ夜の闇の中を歩く。

　ルチアはこの暗闇の中を歩いていった。

　どこへ行ったのかカミーユは直感が働き、その方角へ早足で向かう。

　すぐに椿の群生の中を歩くことになる。

　自分が邪魔だと椿たちが考えれば、精霊らしい幻覚で迷わせるだろう。

　そうやって今まで、島から逃げようとした女たちを捕らえてきた。

　けれどルチアの言う「根が自由に動き、自分の足を拘束した」という話は、初めて聞いたことだった。

「そこまでできるなんて初めて聞いたぞ……いつからなんだ？　それとも最初から？」

　――メタセスィス

　不意に弟の顔が浮かんだ。

　戸籍上、自分の弟で三男の彼。

　母が懐妊し出産した時、父が赤子ほどの大きな種を見て恐れを抱いたどころか狂喜したと聞いている。

『椿王の申し子だ！　完璧な人の姿をとれる精霊の子！』

　そうして椿の王の助言通りに土に埋めてしばらく経ったら、人の赤子の姿で土を掻き出て這い上がってきたと聞いて、驚いた覚えがある。

　しかし土の中から出てきた赤子は、髪の毛も白く目も赤椿のような色だった。

『白皮症』だと医学的に断定されたが――

「本当にそうなのか……？　本当にメタセスィスは、人の遺伝性の病なのか？」

　その容姿ゆえに外界に行くことを禁じられた彼は、ずっとこの島で育った。

　家庭教師をつけ、世話をする乳母もつけて、何不自由なく育ったメタセスィスは幼い頃は一人で遊んでいた。

　――そう椿の木々相手に。

　メタセスィスは、どうしてか椿の木々たちの代弁ができた。

　誰よりも明確に。

　それに――サザンカを自分の小屋に移す時、どうやって運んだ？

　見つけたら次の日までに、いつの間にかメタセスィスの小屋周辺に植え替えられていた。

　使用人に手伝ってもらったのだと、そう思っていた。

　本当に前からそこに植えられているように、見事に根を下ろしていた。

（もしかしたら……）

　自分の推測に寒気が起き、慌てて首を横に振った。

「あり得ない。この島のことだからと言ってもメタセスィスは人だ。僕の弟だ。椿の王との契りの子だとしても。人として生まれたのだから椿の気より、人の血の方が濃いはずだ」

　カミーユはそう呟くと、ランプに火を灯す。

　自分の居場所がわかりやすくなるが、植物の椿は『火』が苦手だ。

　ルチアの言う通り根が動き自分を捕らえようとしても、そう簡単に近づくことはなくなるはず。

「ルチア……！」

　カミーユは名を呼びながら彼女の姿を探した。
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「メタセスィス！　いるか？　メタセスィス！」

　真っ先に彼の元へ向かったカミーユだったが、誰もいない。

　ただ、灯台代わりのガラス張りの部屋が煌々として、夜の海の見張りをしていた。

「メタセスィスがいない……」

　彼が屋敷に向かうとは考えられない。

　――と、いうことは。

「椿の王のところか……」

　カミーユは踵を返し、闇に向かって走る。

　椿の王のところへ。

　途中、椿が引き止めるように枝を伸ばしカミーユの髪や腕を引っ張る。

　それが人の手のようでゾッとした。

「邪魔するな！　これ以上、僕の足を止めようとするなら……こうするぞ！」

　手短にあった椿の枝を折るとランプを開け、枝に火をつけそれを振り回す。

　すると――

　椿たちがスゥゥウウウウウウウ、と音もなくカミーユから退いていく。

「……根が土についていない……？」

　嘘だろう？

　目を疑った。

　地に根付いているはずの樹木たちが、人と同じように自由に動いているのか？

　背筋が凍り付く。

　しかし、頭のどこかでそれを受け止めている自分がいる。

（あり得ないが……けど、人から生まれた椿の種なら……あり得るか）

　カロージオ家は、メタセスィスが生まれたのを最後に、親戚にも子は誕生していない。

　カミーユも、メタセスィスが地中から人の赤子の姿で這い出たと聞いただけだ。

『赤子と一緒に椿の種も生まれ、それは椿の精霊の申し子だから地に埋めるのだ』

　と聞いているだけだし、自分の時は母からの告白を受けて種がなかったのも当然だと思ったが、兄のフィクトルの時も、一緒に種は生まれなかったと聞いている。

　現実に出産後に種が腹から出てきたとか、椿の種から人が生まれたとか、見たことがない。

　聞いただけの話を、信じることができようか？

　カロージオ家の椿精霊信仰が、度を超しているだけと思っていた。

（いや……思うようにしていた、の方が正しいな）

　カロージオ家に生まれ育った中で感じていた。

　狂気に近いその信仰に、信憑性があるということに。

「僕は、これから人として生まれなかった一族と戦わなくてはならないのか……」

　カミーユは改めて衝撃を受ける。

　椿の王の精を受け、人の姿をとって生まれたルチアを愛せるのか？

　その考えに至り、カミーユは首を横に振った。

　――ルチアの出生の秘密は最初から知っていた。

「その上で彼女を愛したんだ。理解していたはずだ。椿の王の子でも精霊の子でもルチアを愛している。ルチアは、ずっと人の社会で人として生きてきた。歪んだ考えなんて持っていない、純粋な人だ」

　カメリア島に咲く椿たちと同じ香りを放っている以外、普通の人と変わりない。

「ルチア、今行く」

　彼女がいる場所は椿の王のいる洞窟だ。

　確信したカミーユは、牽制してくる椿たちを火で蹴散らしながら走っていった。






　椿の王は、縦に空いた大きな洞に鎮座している。

　三人ほど人が手を伸ばして囲いきれるかどうかというほどの太い幹を持ち、青々とした枝葉を広げ、通年大輪の赤い花をつけて佇むその姿は、まさに王者に相応しい風格を持つ。

　椿の王の膝元にまで近づくには、人が造った階段を下りていかなくてはならない。

　その階段を利用できるのは、カロージオ家の者だけであった。

　カミーユはその場所を把握していたものの、一度も椿の王の元へ行ったことはなかった。

　母が連れていくことを拒絶していたし、その理由を知ってから自ら近づくことも避けていた。

　――そして。

　カミーユは椿の王なる樹木を上から見下ろし、想像以上の大きさに呆然としていた。

（聞いていたより、ずっと大きくないか？）

　見下ろしていながらも、カミーユの足が自然に後退してしまうほどの畏怖。

　余所者は来るな、と押し出されているようにも感じられる。

「駄目だ、気を呑まれるな」

　カミーユは己の頬を叩き、気迫を籠めると空いている方の手に手斧を握りしめ、壁に沿って造られた階段を下りていく。

「……？」

　下へ降りていくにしたがって、微かなうめき声がカミーユの耳に入ってきた。

　覚えのある声で、カミーユの階段を下りる足は速くなっていく。

「ルチア……！　ルチアだろう？　下にいるのか!?」

　声をかけながら降りていくカミーユの声に、彼女は応えない。

　ただ、下へ、椿の王の膝元へ近づけば近づくほど彼女のうめき声が大きくなり、それは艶めいたものだと確信してカミーユは焦り出す。

「……っぁ、ぁあ、あっ……んあっ」

　嬌声が大きくなり、艶やかさが増してくる。

　絶頂が近づいているのだと嫌でもわかり、カミーユは叫んだ。

「ルチア！　僕だ！　カミーユだ！」

　叫んだ瞬間、ルチアの快感を得た甘やかな声が洞窟中に響いた。

「ルチア！」

　椿の王の幹の下の、柔らかな苔が繁る場所にルチアはいた。

　裸のまま横たわり、恍惚とした表情を浮かべていて、すでに事の済んだ後だとわかり、カミーユは奥歯に力が籠もる。

　駆け寄ろうとしたが、ルチアに寄り添うようにいるもう一人の男を目視して、カミーユは足を止めた。

「……メタセスィス！」

　名を呼ばれ、彼は裸のまま、ゆっくりと立ち上がりカミーユを見据える。

　自分を見つめる彼の様子がいつもと違うことに気づき、カミーユは眉を寄せた。

　薄闇の中でも、彼の瞳の色がはっきりと確認できる。

　まるで至高の宝石のように輝きを放っているし、表情も違う。

（こんな傲慢な表情をするメタセスィスを初めて見た）

　いつもは怪しい雰囲気を持ちながらも、向けてくる笑顔に邪気はなかった。

　今、こうしてカミーユの前に立ち、これ以上の侵入を拒絶する彼はメタセスィスその人なのに、表情も発する気配も知らない男だ。

『余所者が何をしに来たのだ』

　初めて喋るように、メタセスィスの口がゆっくりと動く。

　その声は、いつもの彼の声音ではなかった。

　しゃがれて、もっと年嵩の男性の声。

　しかし、王者のような威厳のある声。

　メタセスィスじゃない。カミーユは尋ねる。

「お前は誰だ？」

『言葉遣いに気をつけろ。誰の恩恵を受けて贅沢ができると思っているのだ。たとえ余所者でもカロージオ家の名を語っているのだ。跪き、あがめよ』

「メタセスィスではないのか？」

　ニヤリ、と傲慢な笑みを浮かべる彼はメタセスィスではない。

　姿形は弟なのに違う。カミーユは眉を顰める。

『ははっ、人の身体に憑依できるというのは便利なものだ！　手足がこんなに自由に動いて、好きな行動が取れる。空気のような精霊の姿とは段違いだ。メタセスィスという我が種族に近い人間が生まれるとは思わなかったぞ、素晴らしい！』

　楽しげに手足を動かし喋る姿は、まるで小さな子供だ。

　なのに、老人のしゃがれた声で身体は青年。

　人としてバランスが悪く見えて、カミーユは背筋が寒く感じた。

　いや、それは大した問題ではないということを肌でわかる。

　自分が恐ろしいと思うのは、メタセスィスの身体に憑依している人格が、この島の真の当主だと思わざるを得ないことだ。

「メタセスィスではないのはわかった。とにかくルチアは返してもらう」

『この娘は、長い間待ち望んでいた我が子を産む身体。渡すわけにはいかぬ。貴様一人で島を出て二度と立ち入らぬと言うなら、命まで奪わぬ。恩情をかけてやろう』

「嫌だ、と言ったら？」

　ルチアを、子を産む道具として島に残しておけるわけがない。

　しかも――メタセスィスの身体を乗っ取り、孕ませようとするなんて。

「ルチアの本当の父親は、あんただと聞いている。『椿の王』よ。なのに娘と交わって種を生み出そうとするのか？」

『人の理屈ではそうだろう。しかし私は草木。しかも神聖化しているな。植物の世界でも精霊の世界でも、神の世界でもそのような縛りはない』

「あんたが乗っ取っているメタセスィスは、どんなにそっちに近いと言えども、ルチアとは血縁。人の遺伝子が入っているのは間違いはない。……そうしたら、子を孕み産んで衝撃を受けることになるのはルチアだぞ！　第一、本人の承諾もなくこんな真似をして、彼女がどれほど苦しむのかわからないのか！」

　だが椿の王に、カミーユの言葉は胸に届かなかったらしい。

　ニヤニヤと楽しげに笑って、

「人の理など緑や花や木が知るものか」

　と言い放った。

「なら、人のルチアだって知らなくていいことだ」

『この娘は半分、私の精でできている。この娘にとっては他人事ではないわ』

「……ルチアを連れて島を出る。連れていく。邪魔をするなら、樹を切るぞ」

　カミーユは小斧を両手に持ち替えると、椿に向かって走る。

　カミーユにしてみたら、ただ少し傷をつけるだけでも降参するだろうと考えていた。

　椿の王の本体に辿り着き、小斧の刃を幹に当てる。

「ルチアを渡してもらうぞ！」

「そんなにこの娘を気に入ったか、小僧。だが残念だな」

　メタセスィスが不敵に笑った刹那――洞窟中に弾丸の音が響く。

　背中から熱さと痛みが伝わり、カミーユは後ろを振り向いた。

「……あっ」

　気づかなかった――

　テオドルスとフィクトルがいたなんて。

　幹の陰に隠れていたのか。

　二人とも銃を持ち、カミーユに向けて立っていた。

「我らの王に刃向かうばかりか、樹を切ろうとするとは……。今まで一族の欲求に応えていた功績に血が繋がらないのは許すとしても、王の命を奪おうとするのは万死に値する」

　テオドルスが冷酷に言い放ち、痛みで地に崩れ落ちたカミーユを見下ろす。

「あ……ぁあ……」

　何か言いたげに口を開くがカミーユは言葉を伝えられず、目を閉じた。

　張り出した根に倒れたカミーユをフィクトルが蹴り、死を確認する。

　蹴られてうつ伏せから仰向けにされたカミーユは、なんの反応も見せなかった。

「死んだか、呆気ないものだな」

　テオドルスは呟くと、椿の王にカミーユの死を伝えた。

「王よ。貴方に逆らう悪しき者の処分は終わりました」

「従順な我が僕よ。こちらへ」

　椿の王に憑依されたメタセスィスは、テオドルスとフィクトルに手を差し伸べる。

　二人は主の命に逆らうことなく、大人しく彼の元へはせ参じる。

「一刻も早く子が欲しい。だが、この身体はあまり無理ができぬとみた。精霊との契りでできた我が子たちよ。代わり繁殖に協力してくれ」

「仰せのままに」

　二人は仰々しく頭を垂らすと、苔の上で仰向けにされ意識が混濁しているルチアに近づいた。

「……ん、何の……音？」

　銃弾の音が洞窟中に響いたことで、ルチアが目覚めた。

　いや、混濁していた意識がはっきりしてきたと言う方が正しい。

　甘い香り漂う霧の中を彷徨っていたが、不快感はなかった。

　労るように寄り添うのは自分の母。そしてあまり関わらないようにしていた父までが、優しい笑みを浮かべて自分の側にいる。

　何を話していたか覚えていないが、とても楽しく三人で喋っていた。

　そこは我が家だとわかるが、やはり霧がかっていてそれ以上はわからない。

　そこにやってきたのは、カミーユだ。

　彼はドレスを脱ぎ捨て、紳士らしい出で立ちをしていた。

　中性的な容姿なのに男らしい性が見え、ルチアは惚れ惚れとした。

　差し出された手を取った瞬間、場面が変わる。

　自分とカミーユは、生まれたままの姿で霧の濃い花畑に立っていた。

　ごく自然に抱き合い、男女の睦みへと発展させる。

　互いに思う存分に求め合った。

　これは夢の中だ、とルチアはわかっていた。

　現実と違う光景に、フワフワとした身体の感覚。

　けれど、それでもルチアは幸福感と絶頂感を味わう。
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　なのに――頭に響いた音は身体を硬直させ、瞬く間に脳を目覚めさせたのだ。

　甘い香りに包まれて、甘い夢を見ていた。

　それがルチアにとって至福の時で、そこから目が覚めた彼女は少々不機嫌だったが、視界に広がる光景に今まで何が起きていたのか悟り、いまだ自分は危機的状況の真っ只中なんだと絶望に身体を震わせた。

「来ないで……！」

　ルチアは近づいてくるテオドルスとフィクトルを拒絶し、後ろに下がるが、そのとき自分は一糸纏わぬ姿でいることに言葉が出ないほど驚いた。

　そして体内に残る、まだ温かな残滓に「まさか……」と呟く。

　自分の周囲にカミーユはいない。

　いるのはテオドルスとフィクトル。そして真っ裸のメタセスィス――

「まさか、まさか……私……」

　メタセスィスを見上げながら呟くと、彼は楽しげに笑った。

『我が娘よ。繁殖の時だ。思う存分に楽しむがよい』

　メタセスィスの口から発せられる声は、彼ではない。

　しゃがれた老人の声だ。

　しかも自分を見て「娘」と言った。

　どういうことなのか。

　ただ、彼が自分の知っているメタセスィスではないことは直感でわかる。

　第一、彼を見て、こんな知らずに身体が震えるほど恐怖を感じたことなどなかった。

　怖い、けれど聞かずにはいられなかった。

　我が子と呼びながら繁殖を命じる居高な男の気は、ルチアの奥深い、気づかなかった部分を燻り訴えている。

　――お父様、と。

「……誰、なの？」

　まさか、と思う。

　自分たちを見下ろすように佇む椿の大木を背に、メタセスィスの身体を乗っ取っているものは人ではない。

　非現実だ。妄想だ。

　なのに、こんな非常識な考えが真実だと身体が訴えているのだ。

　メタセスィスの中にいる男は告げる。

『我が娘よ、わからぬか？　お前に生を与えた椿の王だ』

















第八章












「う、嘘よ……嘘！」

　咄嗟にルチアは叫んだ。

　自分の本当の父親は人ではない。

　それどころか、人を超越した自然界の、意思を持つ精霊だなんて。

　ほんの一週間前までそれは架空世界の物語で、「いつか白馬に乗った王子様が迎えに来る」のと同じようなおとぎ話だと笑い合い、またそれを信じていた幼少時代を懐かしく思っていたではないか。

　そんなこと、あり得ない。

　自分を形成する半分が、異界の血を受け継いでいるなんて。

　そうしてカミーユが話した通り「繁殖のため」に生み出されたなんて。

「嘘……私は、ただ産むための道具として生まれたなんて……っ！」

　半分、人でないこともそうだが、その事実がルチアには一番耐えきれないことだ。

　信じられないと叫ぶルチアに、椿の王は言う。

『何を言うか。繁殖のためなど、人でもそうであろう？　跡継ぎを残すために生み出せる性を持つ女共に産んでもらう。それとどう違うというのだ？』

　嫌がる気持ちがまったくわからぬ、と椿の王は首を傾げる。

「違う、違うわ！　人と契るのと、得体の知れない者と契って子を成すのは違う！」

『得体の知れぬ、と言うがそう思っているのは人だけよ。己が常識でそれ以外は非常識だと思い込んでいる。それから逸脱する現実を目の当たりにすると、こうして混乱に陥る――人とは奇妙なものだ。自分たちの他に優秀な種族がいると気づくのを嫌がるとは』

「ち、違うわ！　そんな意味ではないわ！」

『どう違うと言うのだ？　我が娘よ。少しでも自分たちと違うと優劣をつけて相手を蔑み、攻撃を始める。そうして勝利して正当化してきたのだろう？　人というのは』

「違う、私が哀しいのは……」

　繁殖のために生を受けたのが哀しい？

　本当に、そうなの？

　人と違う、未知の種との間の子だから哀しいの？

　それによって、人間社会に戻ったときに差別されるかもしれないのが、哀しいの？

『こうして目の前に知らない種がいるだけで簡単に混乱するとは。人とは脆弱なものが多いものよ』

「椿の王よ。私たちのように認め、交流する者もいることをお忘れずに……」

　テオドルスが椿の王に頭を垂らすのを見て椿の王は『フッ』と、笑いを漏らす。

『貴様等は己の私欲のために契約を結んだだけであろう』

「しかしながら、我らは人の支配者ではなく貴方様を崇拝しております」

『欲に忠実に動く。その行動原理は我々と類似するところ。だからこそ我らは貴様等の一族を受け入れた。――さあ！　我らの願う行動を示してみろ！』

「御意」と二人は椿の王に頭を垂らし、敬意を示してから真っ直ぐにルチアを見つめ向かってきた。

「……い、いや……嫌よ！　カ、カミーユ様！」

　ルチアはカミーユに助けを求めながら震える身体を懸命に動かし、彼らと距離を取る。

　だが、フィクトルから出た言葉に衝撃と絶望が襲った。

「カミーユ？　無駄だ。あいつなら椿の王の膝元で息絶えたぞ。いずれ王の肥やしとなるだろう」

　顎でしゃくるように場所を示す。

　椿の幹に隠れてよく見えないが、誰かが倒れているのは目視できた。

　本当に彼は死んだ？

「……嘘……。ど、どうして？　まさか、殺したの？」

「椿の王を傷つけようとした。そしてルチア、お前と逃げようとした。二つの重罪を起こしたからだ」

「ずっとカロージオ家の生贄のような生き方をしてきたあの人を……。あっさりと殺すなんて……！」

　ルチアの言い分をフィクトルが、小馬鹿にしたように鼻で笑う。

「母共々、王を裏切る行為をした者に同情する余地などない」

　テオドルスがいち早くルチアに近づくと、彼女を押し倒した。

　屈してたまるものか――

　ルチアは手足をばたつかせ、テオドルスに抵抗する。

　首に彼の息がかかる。容易く両足が開かされ、必死に彼の肩を押し戻すがフィクトルがルチアの両手を掴み押さえつけた。

「いい加減にしろ。もう一度王に幻覚を願い、意識を混濁させようか？」

　テオドルスの言葉に自分に甘い香りを嗅がせ、意識を朦朧とさせたのは椿の王だと確信した。

「カミーユ……！」

　もう一度、愛しい彼の名を呼ぶも応答はない。

　本当に殺されてしまったのか。

　そうして自分はこの狂った世界の中で繁殖の道具として抱かれ続け、人ともつかないものを産み続けるのか。

（誰か、誰か……助けて……）

　この状況から救い出してくれるなら、誰だっていい。

　それも叶わないのなら、どうか自分の意思を消してほしい。

　感情をなくし、ただの道具に成り下がれば楽になれる。

　二人の男の荒い息遣いと、のしかかる身体に嫌悪感を抱きながら、ふとメタセスィスを見る。

　――いや、メタセスィスの身体に憑依した椿の王を。

　メタセスィスの人格は、どこへいったのだろう？

　もしかしたらそうではなくて、元々メタセスィスという人格はいなかったのかもしれない。

　そう思い至る。

　こんな非常識な展開の中では非現実な想像も「当たり前」に思えてしまう。

　毒されてる――

　自分はこのまま堕ちていくのか、と自暴自棄になりかけ、恨みがましくメタセスィスを睨み付ける。

（――？）

　ルチアはあることに気づいた。

　メタセスィスの後ろに鎮座する大椿の根元から、煙が出ている。

　火事？

　それは驚くほど早く煙が上がり、真っ赤な炎が立ち昇り、パチパチと乾いた物が燃え弾く音が聞こえてきた。

　その刹那――

『あああああああああああっ！　熱い！　熱い！』

　メタセスィスの絶叫が雷のように轟き、洞窟中に響いた。

「王！」

「椿の王よ！」

　状況に気づいたテオドルスとフィクトルはルチアを放り出すと、真っ先に大木へ向かった。

　ルチアは呆然とメタセスィスと椿の大木を見つめる。

（火の回りが早い？）

　自然発火ではないことは、ルチアでもわかった。

　微かに椿とは違う匂いが空気に混じっていたからだ。

「大木、というより老木だな！　椿の王よ！　もう枯れるしかない命だったのか、よく燃えるぞ！」

　燃えている根元の側から愛しい声が聞こえ、ルチアは瞳を輝かせる。

「カミーユ！」

「カミーユ！　貴様！」

　フィクトルが駆けつけカミーユを捕らえようとしたが、

「捕らえるより先に消火が先だ！」

　と、テオドルスが上着を脱ぎ、火を押さえ込む。

　フィクトルも同じように消火を試みたが、火は勢いを増すばかりとなった。

『熱い！　熱い……！　早く消せ！　ぅわああああああああ！』

　椿の王がメタセスィスの身体で悶える。

　しかし火は燃え広がって、幹を辿り上へ上へと登っていく。

「くそっ！　貴様、油を撒いたな！」

「椿油でなくて残念だったな！」

　カミーユは二人に向かってせせら笑いながら、ルチアの元へ駆けつける。

「カミーユ様！　ご無事で！」

「ルチア！」

　感極まって二人抱き合ったが、カミーユが顔をしかめる。

　慌てて離れると、カミーユはその場でしゃがんでしまった。

「……っ！」

　背中から血が滲み出ている。

「後ろから銃で撃たれた……。急所は外れてくれたが……」

「手当てを……！」

「いや、ここから逃げる方が先だ。小舟がある場所までここから近い」

「……わかったわ」

　とにかく船に乗って、この島から脱出してからカミーユの怪我の手当てをしなくては。

　もし火の回りがこの洞窟のみで済んだのなら、カロージオの屋敷まで戻って休んでもらえばいい。

　ルチアは上着だけ着込むと、メタセスィスを遠目で見ながらカミーユと共に階段に向かって走っていく。

『熱い！　熱い！　早く消せ!!』

　メタセスィスの身体に憑依したまま椿の王は、身を大きく捩る。

　その瞬間――

　グオン、と王の元の椿が大きく揺れた。

　それはまるで人が、火の熱さに逃れるように左右に揺れているように見え、二人は思わず立ち止まる。

『あああああああああああ!!』

　もがくように揺れ動く大木は、メタセスィスとシンクロしているように見える。

「早くここから出よう！」

　カミーユが危機を感じてルチアを促した。

　実際、カミーユの言う通りだ。

　もがくように揺れ動く大木は、己を焼こうとする火を振り払うつもりで、火の粉を周囲に降り注ぐ結果になっている。

　火の粉は洞窟内だけでなく、外にも飛び火をしていた。

「ルチア、早く……！」

　カミーユが痛みを堪えつつ彼女の手を掴み、階段を上がろうとした時だった。

「きゃあああああ！」

　ルチアはメタセスィスを見て、悲鳴を上げた。

　悲鳴にカミーユもメタセスィスのいる方を向き、絶句する。

　全身が炎に包まれていたのだ。

「どうして……!?」

　思わず近づこうとするルチアをカミーユは押さえる。

　すでに全身火だるまで、どうしようもない状態だった。

「ルチア……っ、カミーユ……」

　メタセスィスの口から発せられた声は、メタセスィスのものだった。

　火に包まれ、よろよろとしながらこっちへ歩いてくる。

「メタセスィス……」

　カミーユだとて、どうすることもできない。

　ただルチアの目を塞ぎ、燃え崩れる彼の身体を見せないようにするので精一杯だ。

「僕も……連れて、いっ……て……」

　二人に手を差し出してくるがボロリ、と腕ごと取れ、地で燃える。

　まるで樹の燃え方だ――カミーユは目を逸らした。

「すまない、メタセスィス……っ。もう、連れていけない……！」

　燃える前だったら。

　いや、椿の王に憑依される前だったら連れていけたかもしれない。

　その姿ゆえに人前に出ることは叶わず、島内の陽の当たらない場所で育てられて。

　しかしながら、その出生ゆえに椿の王に可愛がられ、一族から歪んだ愛され方を受けた弟。

　飄々として平気なふりをしていたが、やはり島の外の生活に憧れていたのは知っていた。

　身体を王に乗っ取られるなんて、思わなかっただろうに。

「カミー……ユ、にい……さ、ん……」

　初めて「兄」と呼んで一歩、足を踏み出した瞬間、メタセスィスの身体は燃え崩れた。

　まるで一本の樹が燃えてその命を閉じたように。

「メタセスィス……」

　ルチアが呟いた。

　彼女の目を塞いだ手が湿る。

「……行こう」

　カミーユは、洞窟の全てのものから隠すようにルチアを掻き抱くと、階段を上っていった。

















第九章












　階段を上りきって、ルチアとカミーユは周囲の様子に愕然とした。

　椿の王が熱さでよがって飛ばした火の粉が、あちらこちらに燃え広がっている。

　それは猛烈な勢いで広がり続けていた。

　椿の花は燃えづらい。だが種は燃える。

　しかしカミーユの目から見れば花弁か種か関係なく、どの椿の樹にも火が燃え移り、火柱が上がっている。

「これは……こんなに燃えるものなのですか？」

　ルチアも愕然とした。

「わからない。ここの椿は特殊だから……常識で考えない方がいいだろう」

　そう言うと、カミーユはルチアを連れて波止場まで急ぐ。

　だが、その歩みもだんだん遅くなっていった。

　彼の顔色も青黒くなっていき、ルチアは引き止める。

「カミーユ様。このまま船で逃げるのは無理です！」

「いや……この火事で周辺の島から救助に船が出ているはずだ……とにかく船に乗って、海に出よう……」

　背を見ると、血がべったりとシャツに染みて広がっている。

　出血が止まっていない。このままだとカミーユまで死んでしまう予感に囚われる。

（ああ……どうしたらいいの？　カミーユ様の判断であっているの？）

　こんなときに何もできない自分を恨んだ。

　けれど、泣くわけにはいかない。

　泣いたらカミーユは自分を気遣うだろう。歩く足を止めて、自分を励まそうとするに違いない。

「わかりました。カミーユ様、どうか気をしっかりお持ちください」

　自分がしっかりしなくては。

　ルチアはカミーユの腕を自分の肩に乗せ、自分が彼の補助をする。

「少しは歩きやすくなりましたか？」

「……ああ、ありがとう」

　青い顔で微笑まれてルチアは泣きそうになるが、懸命に耐える。

　波止場はこれもまた断崖絶壁の場所に作られていて、波止場まで切り崩して造った階段を下りていく。

　あまり幅のない階段で、普段のルチアだったら怖くて下りられなかったかもしれない。

　だが今は非常事態で、命の危機に晒されているのだと身体や頭が理解しているようだ。

　それに怪我を負っているカミーユの負担を減らしたい。

　竦すくむことなく足が動き、下りられる。

　ようやく下りきり、ホッとしながら波止場に停めてある小舟を見てルチアは絶望した。

　そこにあるのは滅茶苦茶に破壊され、半分沈んだ小舟だったのだ。

「船が……壊されてる……！」

「くっそ……っ。父と兄の仕業だ、きっと……」

　カミーユも船が壊されているのを目の当たりにしてガクリときたのか、そのまま倒れてしまった。

「カミーユ様？　カミーユ様！　しっかり……目を覚ましてください！」

　倒れてしまった彼の頭を膝の上に乗せ、上を見上げる。

（また上まで戻って屋敷に戻る？　いいえ、無理だわ。上はもう火が回っているし、カミーユ様を背負って逃げられない）

　ゴウゴウと風が起きている音がする。

　火が起こした風だ。

　椿が揺れて、それはまるで人が火に包まれて捩っているように見える。

　――キャアアアアアアア

　――アアアアアアア

　空耳か。

　そこかしこから悲鳴が、ルチアの耳に届く。

　それは数人の叫び声ではない。

　幾百、幾千の声だ。

　ルチアは思わず耳を塞いだが、それでもルチアの耳に届き、拒絶に首を振る。

「止めて！　これは空耳よ！　幻聴だわ！」

　そう否定するのに、自分の奥深い場所で認めている。

　――椿たちの悲鳴だと。

　そこから動けなくても。

　声を発することができなくても。

　人の姿ではなくても。

　精霊の力を宿し、王となった椿の大木から助けを受けて彼らは人と関わり、半分人となっていた。

　あり得ない、と否定しても、彼らはここに根を張り、意思を持ってこの島に生存していたのだ。

　王の膝元で。

「私にどうしろと言うの？　私は何もできないのよ！　ただ椿の王の子として生まれただけなの！　それさえもここに来て知ったのよ!?　それまでただの、なんの面白味のない、地味で人見知りする女だったのよ？　無理よ！　助けられないのよ！」

　自分がそんな大層な力を持っていたら、カミーユだって助けられるはずだ。

　彼を背負って逃げ切ることだってできる。

「……何も、何もできないの……助けて。誰か……っ」

　自分の非力さに涙が溢れ、零れる。

　頬を伝った涙はカミーユの顔に当たり、そこに留まった。

　それでも目覚めないカミーユの頭を抱き、ルチアは泣く。

「死なないで……誰かここから逃がして……そうしてくれたらなんでもするわ……」

『本当ニ？』

『本当ニ、何デモシテクレル？』

　頭に直接語りかけてくる声に、ルチアは顔を上げた。

「誰……？」

『王ノ娘。私タチノ願イヲ叶エテクレルナラ、助ケル』

　――助ける。

　頭に直接語りかけてくる声に、思わず応えてしまう。

「逃げる手立てがあるの……？」

『他ノ島カラ、船ガ来テイル。救助ノ為ニ。ソコマデ行ケル船ガアレバ助カル』

「でも、船がないの！　壊されているのよ！」

『私タチノ願イヲ叶エテ。ソウシタラ、助ケル』

　彼らの願いを叶えるのが、ここから逃がす条件だとわかった。

　何を願うのか？

　自分に語りかけてくるのは、この島にいる精霊たちだ。

　そして――椿の精霊。そうに違いない。

　承諾してもしその後、自分に厄災は降りかかるとしたら？

　また彼らは、自分たちを支配しようとするのだろうか？

「……あなたたちは、椿の精霊？」

『違ウ』

　――違う？

「では、誰？」

『私タチハ、椿タチニ虐ゲラレ、存在ヲ否定サレタモノ』

「……えっ？」

『新シイ支配者、女王。ナラバ、私タチヲモ受ケ入レテクレル？　新シイ場所デ、私タチノママデ受ケ入レテクレルナラ……』

　――存在を否定されたものたち。

　精霊で。

　このカメリア島で。

　ああ、そうだ。

　それでメタセスィスの住む家の周辺に植え替えられ、接ぎ木をされて、その種を変えられた存在があったではないか。

　彼らも彼らなりに反抗していたのか。

　けれど、精霊であるのには椿の精霊と同じだ。

　それに――

（私のことを『女王』と呼んだ……）

　新しい支配者、とも。

「……椿の王は焼けたのね」

『ソウ、焼ケタ。周辺ノ椿モ焼ケタ。コノママデハ私タチモ燃エル。デモ、逃ゲル手段ヲ持ッテイナイ。ダカラ、女王助ケル。代ワリニ願イ聞イテモラウ』

　もう、椿の王はいない。

　自分を狙う奴はもういない。

　あとは――今、取引を持ち込んだ『弱き者たち』だけ。

　ルチアはカミーユの額を撫でながら、息を飲み込む。

　決意した。

「わかったわ……私たちを助けてくれたら、願いを叶えてあげる」

『応ジタ』

　刹那、絶壁から幾数百本、根が伸びてきた。

　根同士が絡まり合い、編み込まれ、あっという間に小舟ができる。

「これは……」

　ルチアが驚いている間に、絶壁から伸びている根はカミーユを抱き、船まで運んでくれる。

　ルチアも恐る恐る乗り込んだが、思いの外しっかりしていて、底から水が入ってくることなく浮かんでいる。

「――あっ」

　ルチアが座ったのを確認するかのように、船は勝手に動き出した。

　カメリア島から離れていく……。

　離れた場所で、ルチアは燃えるカメリア島を眺めた。

　赤々とした炎が黒い煙を吐き出し、島の空を墨色に染めている。

　ユラユラと揺れる炎の音と共に、聞こえてくる断末魔の叫びは幾百人ともとれて、阿鼻叫喚を想像するのに容易い。

　救助のためにやってきた船の船員たちも、船を島に近づけようともせずに、呆然とした顔で島を見つめている。

「なんだ……？　あの島には、そんなに人が住んでいたのか？」

　と、ボソリと口から漏らしている。

「いや、そんなにいるはずねぇ。あそこはカロージオ家の屋敷に勤める者しかいないはずだ。それでも多くて数十人と聞いてるぞ？」

「と、とにかく。逃げ延びている者がいたら、救助を！」

　かけ声と共に、幾つかの船がカメリア島へ向かっていった。






「お嬢ちゃん、大丈夫か？　こっちの船に乗り移れるか？」

「あ……ありがとうございます」

　残っていた一隻の船員が、ルチアとカミーユを自分たちの船に移してくれた。

　すぐにカミーユの状態を見てくれて応急手当をしてくれた上に、港まで連れていってくれるという。

「いったい、あの島で何があったんだ？」

　尋ねられて、ルチアは説明できずに首を横に振った。

　こんなことを話しても、誰も信じやしないだろう。

　きっと「火事に巻き込まれて幻覚を見た」だの「恐怖でおかしなことを言っている」としか思わない。

「とにかく……逃げることで精一杯で……」

　とだけ答えた。

「大変だったな」と船員はルチアに毛布を掛けてくれて、ありがたく身体を包む。

「それと、船の中にこんなの入っていたぞ」

「？」

　船員から受け取ったのは――種だった。

「椿の種か。船の中にこぼれ落ちたのかもな」

　そう船員はルチアに言う。

「いいえ、これは椿の種ではないわ。サザンカの種よ……」

　ルチアは燃えるカメリア島を見つめる。

　潮風と共に、椿の香りが鼻腔をかすめ、通り過ぎた。

　この甘く香る椿の油はもう、人の世界で手に入れることなどないだろう。






　――自分の身体から匂う香り以外は。

















第十章












　カメリア島はそれから三日三晩燃え続けた。

　自生していた椿はほとんど燃えて、炭と化していた。

　椿油は火付きは悪いが、いったん燃え始めると火持ちがいい。不乾性油なせいか、なくなるまで燃え続けるのがあだになったらしい。

　カロージオ家の屋敷に住み込みで働いていた者たちは全員救助され、無事だったのは幸いだった。

　カロージオ家当主テオドルスと長子フィクトルは、古い椿の大木に抱きつくように死んでいたという。

　火事の原因はテオドルスとフィクトルが椿の大木のある洞窟へやってきて、灯りをつけた際に誤って幹に火が移ってしまったのが原因と片付けられた。

　あの状況では、そう見られても当然で、カミーユもルチアも反論しなかった。

　カミーユは銃で撃たれており、その件について尋ねられた。

「火の回りが早くて逃げることを促したが、そこで喧嘩になった。勝手にしろと逃げようと背中を向けた瞬間に撃たれた」

　と話した。

　――真実を話したところで、誰が信じようか？

　稀に見る大木ゆえに着いた火が、周囲に飛び、燃え広がったと常識に沿った見解でまとめてもらった方がいい。

　当主と長子が亡くなったことで、カミーユが当主としてカロージオ家をまとめることになった。

　怪我を完治させたカミーユはルチアと結婚し、受け継いだ遺産で違う事業を興す。

　複数の島を持つカロージオ家は、椿の代わりに、オリーブや檸檬などの栽培に着手したのだ。

　椿油ほど事業が伸びなかったが、そこそこ収入を得られて赤字ではないのでよしとした。

　何より港を持つカロージオ家は、輸出入でそこに出入りする船から停船料を徴収している。

　それだけで一定の収入を得られるわけで、生活に影響が及ぶわけではなかったから。

　新たに港にほど近い場所に屋敷を構え、ルチアとカミーユはそこを新居として暮らしていた。カロージオ家の本拠の屋敷は燃えてしまったから。

「島内ではやはり、いざというときに心許ない」

　というカミーユの意見で決定された。

　カメリア島は現在、木々を植え、必要以上人が立ち入らないよう禁じている。

　新たに出てくる芽の保護でもあるが、椿の存在がカロージオ家にとっていまだ脅威だからだ。

　まだ椿の王の種子が残っていたら？

　精霊の意識が島内に残っていたら？

　人として生まれなかった椿たちの残滓があったら？

　カミーユもルチアも口に出さずにいたが、意見は一致していた。






　――二度と、足を踏み入れてはいけない島だと。






　特にルチアは、長いことカロージオ家を支配していた椿の王の種子だ。

　安易に踏み入れて、再び繁殖のために利用されることがあってはならない。

　逆に、それだけを守ればこの身は安全だということ。

　二人の間ではカメリア島での出来事はいつの間にかタブーになっていて、結婚して五年経った今でも、話題に上がることはなかった。







◇◇◇◇◇








「おかあさま！　サザンカのお花が咲いてるわ！　早くきて！」

　小さな手で一生懸命に母を引っ張っていく幼女は、大きな目をキラキラとさせている。

「イレーネ、待って。前を見て歩きなさいな。転んでしまうわ」

　自分の手を引っ張っていくのはいいが、何度も振り返り母の顔を確認するものだから危なっかしくて仕方ない。

　ルチアは手を繋ぐ幼い手の感触を愛しく思いながらも、いつ転ぶかとヒヤヒヤしていた。

「――あっ！」

　案の定、躓いて前へ転倒しかけたのをルチアが手を引っ張り抱き起こす。

「ほら見なさい。お母様の言った通りだったでしょう？」

「……ごめんなさい」

　しゅん、と目を伏せるイレーネだったが、母の腕の中にいる嬉しさですぐに顔を綻ばせ、腕を回し母に抱きついた。

「抱っこ」

「まだ甘えん坊さんね、イレーネは。お姉さんになったのだから、もう少ししゃんとしてほしいわ」

「いいの！　ジュリオの前ではお姉さんだけど、おかあさまの前ではお姉さんじゃないもの」

　なんて、こまっしゃくれたことを言ってくる。

　ルチアはつい二ヶ月前に、長男であるジュリオを産んだのだ。

　カミーユ似の黒髪が艶やかな嬰児で、瞳はルチアの琥珀色を受け継いでいた。

　イレーネは焦げ茶色の髪に琥珀色の瞳という、ルチアの血を色濃く受け継いでいた。

　明るい場所にいると光の加減か、時々瞳が赤く見えるときがあるが、それ以外まったく健康体――いや、少々お転婆気味であった。

「ルチアの子がこんな元気なんて」と、時々孫を見にやってくる母はその都度、目を丸くしている。

　大人しかったルチアの幼少期を思い出しての発言なのはわかっていて、カミーユはその度に「僕に似たのかもしれませんね」と笑う。

　なんて幸せな日々――

　ルチアはイレーネを抱き上げながら、しみじみ思う。

（この幸せがずっと続いてくれればいいわ……）

　心からそう願う。

「おかあさま、サザンカ見に行きましょう！　それで一枝折ってジュリオに見せてあげるの！」

「まあ、でもあのサザンカは折っては駄目よ」

「え～！　どうして？」

「とても大事なお約束があって、そうしているのよ」

　イレーネを抱っこしながら、サザンカの群生の場所に辿り着く。

　庭師がいて、いつも綺麗に整えてある庭の一画に、サザンカだけの区画がある。

　そこは屋敷の窓から見えないところにあり、また必要以上近づかないよう使用人にも通達してある、立ち入り禁止の場所である。

「ほら見て、たくさん咲いてるの。綺麗でしょ？」

　赤や白、またはそれが混じった色の花弁を広げ咲き乱れている。

「本当、綺麗ね」

　ルチアもイレーネの意見に同意する。

「一枝、折っちゃ駄目？」

　イレーネが目を潤ませて懇願してくる。

　まったく、どこでそんなお願いの仕方を覚えたのか――

　お転婆なのにおしゃまな部分も出てきて、ルチアはつい笑ってしまう。

「今度、ジュリオをここに連れてくるのはどうかしら？」

「わあ！　素晴らしいていあんだわ！　賛成よ、おかあさま！」

　母の提案にイレーネは、全身に喜びを露わにする。

「そのためには少しこの辺りを綺麗にしましょう。庭師のジムにお願いしないと。あと、害虫がいるかどうかも確認して、いたら駆除しないといけないわ」

「がいちゅうはいないわ」

　とイレーネ。

「イレーネが言うならそうね」

　ルチアは咄嗟に納得したが、自分で言って首を傾げる。

（どうして、イレーネの話に納得したのかしら？）

　イレーネに尋ねてみようと思ったが、止めた。

　まだ四つのイレーネに聞いても、説明などできないだろう。

　ここにジュリオも連れてくることを、カミーユは反対するだろうか？

　きっと渋るだろう。けれど反対はしないだろうとルチアはどうしてか確信していた。

　サザンカの種をここに植えたが、あのカメリア島の時のように声が聞こえ、語りかけてくることもない。

　あれは全滅を避けるための、サザンカたちの必死の呼びかけだったのだろうとルチアは思う。

　椿の王の下、ないがしろにされ続け、存在を否定され、椿になるよう強制され続けたサザンカは、まだ芽の出ていない硬い温もりの中にいる子孫たちに未来を託したのだと。

（ただのサザンカとして咲きたかったのかもしれない）

　ルチアはそう思うことにしている。

　カメリア島の椿たち――

　時々、思い出す。

　たった数日間の出来事なのに、数ヶ月もいたように感じる。

　それほど濃い時間で、ルチアの生き方に影響を及ぼした。






　そう、カミーユに会うことは、仕組まれていたものだった――椿の王に命じられたカロージオ家の当主であったテオドルスに。

　けれど、彼だけ血が違うために従順にならなかった。

『人』ではない『神』とも『魔』ともいえる不可思議なものだった。

　それは富と栄光と同時に、血の縛りと解けない呪いをも与えていた。

　光だけを享受できるわけはないのに。

　彼らは眩しいそれを手に入れることだけに夢中になって、恐ろしい影を見ていなかった。

　影に取り込まれて、生命の灯火を消したのだ。

（いえ……違うかもしれないわね……）

　影を背負うことを苦痛と思うのか快楽と思うのかは、自分次第なのだ。

　そう思うと、カロージオ家は栄光と富と同じような、呪いという快感の中で果てたのだろう。

（こうして時々、恐ろしいのに思い出してしまうのは、少しだけ呪いの甘美さを知ってしまったからかしら）

　ずっと怯えて暮らすのか、そうでないのかは――自分次第。

「さあ、行きましょう。イレーネ」

「はい、おかあさま」

　小さなイレーネは、差し出された母の手を嬉しそうに握る。

　幼児の歩調に合わせサザンカの群生から遠ざかる親子に、サザンカが風もないのに揺れる。

　それに気づいたイレーネは、歩きながらも後ろに振り向いた。

『待ってるよ、君の身体から蜜が出るくらいに大きくなるのを。小さな王女様』

　頭に中に響く甘く優しい声に、イレーネは笑顔で答える。






『またね。私のサザンカの王子様』






　――光だけを享受できるわけはない。

　――血の縛りと解けない呪いは、いつまでも続く……。







了
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